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は
じ
め
に

『
秘
冊
彙
函
』
は
、
明
の
万
暦
年
間
の
末
に
嘉
興
府
海
塩
県
の
胡
震
亨
が
友
人
の
沈
士
龍
・
姚
士
粦
ら
と
共
に
、
自
ら
蒐
集
し
た
珍
書
秘

笈󠄀
を
も
と
に
し
て
校
勘
を
加
え
て
編
纂
し
た
叢
書
で
あ
る
。
し
か
し
、
出
版
さ
れ
て
間
も
な
く
、『
秘
冊
彙
函
』
の
版
木
は
火
事
で
焼
失
し

『
津
逮
秘
書
』
所
収
の
『
秘
冊
彙
函
』
版
に
つ
い
て劉

斯

倫
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函
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要
術
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を
め
ぐ
っ
て

　
　

お
わ
り
に
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て
し
ま
っ
た
。
そ
の
焼
け
残
り
は
、
胡
震
亨
が
汲
古
閣
の
毛
晋
に
譲
り
、
後
に
毛
氏
の
『
津
逮
秘
書
』
に
編
入
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

『
秘
冊
彙
函
』
と
『
津
逮
秘
書
』
の
関
係
に
つ
い
て
は
、『
四
庫
全
書
提
要
』
に
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。

�

当
初
、
震
亨
は
所
蔵
の
秘
笈
を
集
め
て
『
秘
冊
彙
函
』
を
刊
行
し
よ
う
と
し
た
が
、
そ
の
途
中
で
火
災
に
見
舞
わ
れ
、
焼
け
残
っ
た
版

木
を
晋
に
譲
っ
た
。
晋
は
そ
れ
を
も
と
に
し
て
増
訂
を
加
え
、
こ
の
本
（『
津
逮
秘
書
』）
を
作
っ
た
。
版
心
に
お
い
て
、
書
名
が
魚
尾

の
下
に
あ
り
、
宋
版
の
版
式
を
用
い
て
い
る
も
の
は
皆
震
亨
の
旧
い
版
で
あ
る
。
書
名
が
魚
尾
の
上
に
あ
り
、
下
に
「
汲
古
閣
」
と
刻

ん
で
あ
る
も
の
は
皆
晋
が
付
け
足
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
説
は
後
に
定
説
と
な
っ
て
お
り
、『
津
逮
秘
書
』
に
見
ら
れ
る
『
秘
冊
彙
函
』
の
版
式
を
用
い
る
も
の
は
、
皆
、『
秘
冊
彙
函
』
の
古

い
版
木
を
使
っ
て
印
刷
さ
れ
た
と
、
今
日
ま
で
踏
襲
さ
れ
続
け
て
い
る
。
九
十
年
代
に
点
校
本
の
『
異
苑
』・『
斉
民
要
術
』
な
ど
を
出
版

し
た
時
も
、
皆
、
古
い
刊
本
で
あ
る
『
秘
冊
彙
函
』
を
底
本
の
一
つ
と
し
て
利
用
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
入
手
し
や
す
く
「
同
版
」

だ
と
思
わ
れ
て
い
る
『
津
逮
秘
書
』
本
を
用
い
た
。

し
か
し
、『
秘
冊
彙
函
』
の
原
本
を
以
て
、『
津
逮
秘
書
』
と
比
較
し
て
み
る
と
、
両
者
は
全
く
版
が
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か

る
。
本
稿
で
は
、
従
来
の
説
を
再
考
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
東
洋
文
庫
所
蔵
の
『
秘
冊
彙
函
』
と
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
林
家
旧
蔵

本
を
利
用
し
て
改
め
て
考
証
を
行
っ
た
。

一
、『
秘
冊
彙
函
』
と
『
津
逮
秘
書
』

（
一
）『
秘
冊
彙
函
』
に
つ
い
て

『
秘
冊
彙
函
』
の
編
纂
は
凡
そ
万
暦
二
十
七
年
（
一
五
九
九
）
か
ら
三
十
一
年
（
一
六
〇
三
）
ま
で
の
間
に
集
中
し
て
い
た
。
主
事
者

は
、
胡
震
亨
・
沈
士
龍
・
姚
士
粦
の
三
人
で
あ
る
。

胡
震
亨
、
字
は
君
鬯
、
又
は
孝
轅
、
晩
年
に
遯
叟
と
号
す
。
嘉
興
府
海
塩
県
の
人
。
万
暦
二
十
五
（
一
五
九
七
）
年
の
挙
人
。
三
十
五

（
1
）

（
2
）

（
3
）
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年
（
一
六
〇
七
）
に
故
城
県
の
教
諭
に
任
ぜ
ら
れ
、
四
十
一
年
（
一
六
一
三
）
に
合
肥
知
県
と
な
っ
た
。
四
十
六
年
（
一
六
一
八
）
に
徳

州
知
州
に
昇
進
し
た
が
、
母
が
老
い
た
こ
と
を
理
由
に
赴
任
し
な
か
っ
た
。
後
に
、
崇
禎
十
年
（
一
六
三
七
）
に
定
州
知
州
に
推
薦
さ
れ
、

十
三
年
（
一
六
四
〇
）
に
守
城
の
功
労
で
兵
部
職
方
司
員
外
郎
に
選
抜
さ
れ
た
。
順
治
二
年
（
一
六
四
五
）、
清
兵
が
南
ま
で
攻
め
て
来
た

際
に
逃
亡
の
途
中
で
亡
く
な
っ
た
。
胡
震
亨
は
本
を
集
め
る
こ
と
を
好
み
、
そ
の
所
蔵
は
一
万
巻
に
上
る
。
著
に
『
唐
音
統
籖
』・『
海
塩

図
経
』
等
が
あ
る
。
胡
震
亨
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
周
本
淳
に
詳
し
い
考
証
が
あ
る
。

姚
士
粦
、
字
は
叔
祥
、
海
塩
の
人
。
幼
い
頃
、
家
は
貧
し
く
、
十
三
歳
で
父
を
失
い
、
二
十
歳
に
至
っ
て
も
、
な
お
文
盲
で
あ
り
、
肖

像
画
を
書
く
こ
と
で
生
活
を
送
っ
て
い
た
。
万
暦
八
年
（
一
五
八
〇
）
に
初
め
て
徳
清
の
姜
孩
日
に
学
び
、
三
年
に
し
て
学
問
を
得
た
。

二
十
年
（
一
五
九
二
）
に
右
僉
都
御
史
の
沈
思
孝
の
幕
僚
に
な
り
、
付
き
随
っ
て
陝
西
巡
撫
の
任
に
赴
い
た
。
後
に
邑
の
諸
生
と
し
て
国

子
監
に
入
り
、
二
十
五
年
（
一
五
八
七
）、
祭
酒
の
馮
夢
楨
が
『
宋
書
』
を
校
刊
す
る
際
に
校
勘
の
仕
事
を
委
ね
ら
れ
た
。
天
啓
の
初
め
、

海
塩
知
県
の
樊
維
城
が
地
方
志
を
編
纂
す
る
に
あ
た
り
、
姚
士
粦
は
胡
震
亨
と
と
も
に
そ
の
担
当
と
な
っ
た
。
清
朝
に
な
り
、
困
窮
に
よ

り
九
十
余
歳
で
没
し
た
。
姚
士
粦
は
博
識
で
文
章
を
能
く
し
、『
見
只
編
』・『
後
梁
春
秋
』・『
十
六
国
春
秋
』
等
の
著
作
が
あ
る
。
姚
士
粦

の
事
跡
は
、
各
朝
の
地
方
志
及
び
『
蔵
書
紀
事
詩
』
に
詳
し
く
残
っ
て
い
る
。

沈
士
龍
、
字
は
汝
納
、
嘉
興
県
の
人
。
万
暦
朝
の
名
臣
沈
思
孝
の
息
子
。
万
暦
二
十
五
年
（
一
五
九
七
）、
秀
水
県
の
籍
と
し
て
胡
震
亨

と
同
年
に
挙
人
と
な
っ
た
。
三
十
九
年
（
一
六
一
一
）
九
月
、
父
の
沈
思
孝
が
亡
く
な
り
、
葬
式
か
ら
僅
か
五
十
四
日
後
の
翌
年
正
月
に

沈
士
龍
も
急
逝
し
た
。
病
気
に
か
か
っ
て
か
ら
亡
く
な
る
ま
で
僅
か
十
九
日
で
あ
っ
た
。
沈
士
龍
は
夭
折
し
た
た
め
、
名
声
は
世
に
知
ら

れ
て
お
ら
ず
、
文
集
も
残
っ
て
い
な
い
。
現
在
見
ら
れ
る
の
は
『
秘
冊
彙
函
』
所
載
の
序
跋
文
数
篇
の
み
で
あ
る
。
弟
の
士
皋
は
、
恩
蔭

で
国
子
監
に
入
っ
た
。

『
秘
冊
彙
函
』、
毎
半
葉
九
行
十
八
字
、
注
小
字
双
行
同
。
左
右
双
辺
、
内
匡
一
三
・
三
×
一
九
・
一
糎
。
版
心
白
口
、
上
単
白
魚
尾
、
書

名
及
び
巻
数
は
魚
尾
の
下
に
あ
り
、
版
心
の
下
方
に
所
々
に
刻
工
名
ま
た
は
字
数
あ
り
。
所
収
の
書
物
は
二
十
二
種
で
あ
り
、
計
百
四
十

三
巻
。

　
　
　

一
、
易
傳
十
巻
附
録
一
巻　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
、
於
陵
子
一
巻

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）
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三
、
道
徳
指
帰
論
六
巻　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
、
周
髀
算
経
二
巻
音
義
一
巻

　
　
　

五
、
術
数
記
遺
一
巻　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
、
漢
雑
事
秘
辛
一
巻

　
　
　

七
、
山
海
経
図
賛
二
巻
補
遺
一
巻　
　
　
　
　
　

八
、
捜
神
記
二
十
巻

　
　
　

九
、
捜
神
後
記
十
巻　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
、
斉
民
要
術
十
巻

　
　

十
一
、
大
唐
創
業
起
居
注
三
巻　
　
　
　
　
　
　

十
二
、
歳
華
紀
麗
四
巻

　
　

十
三
、
録
異
記
八
巻　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
四
、
霊
宝
真
霊
位
業
図
一
巻

　
　

十
五
、
周
氏
冥
通
記
四
巻　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
六
、
佛
国
記
一
巻

　
　

十
七
、
異
苑
十
巻　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
八
、
銅
剣
賛
一
巻

　
　

十
九
、
益
部
方
物
略
記
一
巻　
　
　
　
　
　
　
　

二
十
、
泉
志
十
五
巻

　

二
十
一
、
南
唐
書
十
八
巻
音
釈
一
巻　
　
　
　
　

二
十
二
、
東
京
夢
華
録
十
巻

（
二
）「
津
逮
秘
書
」
に
つ
い
て

『
津
逮
秘
書
』
は
、
明
の
崇
禎
年
間
に
毛
晋
に
よ
っ
て
編
纂
出
版
さ
れ
た
叢
書
で
あ
る
。
毛
晋
、
原
名
は
鳳
苞
、
字
は
子
九
。
晩
年
に
名

を
晋
、
字
を
子
晋
と
替
え
た
。
号
は
潜
在
。
蘇
州
府
常
熟
県
の
人
。
蔵
書
を
嗜
み
、
家
に
汲
古
閣
を
築
き
、
所
蔵
は
合
わ
せ
て
八
万
四
千

冊
に
至
っ
た
。
宋
元
の
秘
笈
が
多
く
、
世
に
匹
敵
す
る
人
は
い
な
か
っ
た
。
毛
晋
は
蔵
書
の
他
に
、
出
版
事
業
に
も
熱
心
で
あ
り
、
刻
し
た

書
籍
は
経
史
に
遍
く
及
び
、
諸
子
百
家
に
も
渉
り
、
道
蔵
や
詞
曲
に
至
る
ま
で
含
ま
な
い
も
の
は
な
か
っ
た
。
中
で
も
、『
十
三
経
注
疏
』・

『
十
七
史
』・『
津
逮
秘
書
』・『
宋
名
家
詞
』・『
六
十
種
曲
』
等
は
最
も
普
及
し
、
名
高
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

『
津
逮
秘
書
』
は
十
五
集
に
分
か
れ
、
計
百
四
十
一
種
の
書
物
を
収
め
て
い
る
。
そ
の
中
で
『
秘
冊
彙
函
』
の
版
式
を
用
い
て
い
る
も
の

は
次
の
十
七
種
で
あ
る
。

　
　
　

一
、
斉
民
要
術
十
巻　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
、
道
徳
指
帰
論
六
巻

　
　
　

三
、
周
髀
算
経
二
巻
音
義
一
巻　
　
　
　
　
　
　

四
、
術
数
記
遺
一
巻　

　
　
　

五
、
歳
華
紀
麗
四
巻　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
、
益
部
方
物
略
記
一
巻

（
8
）
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七
、
泉
志
十
五
巻　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
、
大
唐
創
業
起
居
注
三
巻

　
　
　

九
、
霊
宝
真
霊
位
業
図
一
巻　
　
　
　
　
　
　
　

十
、
漢
雑
事
秘
辛
一
巻

　
　

十
一
、
東
京
夢
華
録
十
巻　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
二
、
佛
国
記
一
巻　

　
　

十
三
、
捜
神
記
二
十
巻　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
四
、
捜
神
後
記
十
巻　

　
　

十
五
、
周
氏
冥
通
記
四
巻　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
六
、
録
異
記
八
巻

　
　

十
七
、
異
苑
十
巻　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
津
逮
秘
書
』
の
版
式
は
統
一
さ
れ
て
お
ら
ず
、
最
も
多
く
目
に
触
れ
る
も
の
は
、
毎
半
葉
九
行
十
九
字
ま
た
は
二
十
字
、
注
小
字
双
行

同
、
左
右
双
辺
、
内
匡
一
三
・
一
×
一
八
・
五
糎
、
版
心
白
口
、
魚
尾
無
し
、
版
心
の
上
方
に
書
名
、
下
方
に
「
汲
古
閣
」
と
あ
る
。
ま

た
、
毎
半
葉
八
行
一
九
字
、
内
匡
一
二
・
四
×
一
八
・
五
糎
の
も
の
も
あ
る
。

『
秘
冊
彙
函
』
の
版
式
を
用
い
る
十
七
種
は
、
毎
半
葉
九
行
一
八
字
、
注
小
字
双
行
同
、
左
右
双
辺
、
内
匡
一
三
・
一
×
一
九
・
〇
、
版

心
白
口
、
上
単
魚
尾
、
書
名
及
び
巻
数
は
魚
尾
の
下
に
あ
り
、
刻
工
名
・
字
数
は
殆
ど
無
し
。

二
、
書
版
の
比
較

版
式
の
デ
ー
タ
か
ら
見
る
と
、『
津
逮
秘
書
』
所
収
の
『
秘
冊
彙
函
』
版
は
確
か
に
原
書
と
一
致
し
て
い
る
。
両
書
の
原
本
を
開
い
て
見

て
も
、
ほ
ぼ
同
じ
版
木
か
ら
摺
ら
れ
た
も
の
に
見
え
る
。

し
か
し
、
一
字
ず
つ
細
か
く
比
べ
て
み
る
と
、
や
は
り
版
が
違
う
こ
と
が
分
か
る
。
い
ず
れ
も
万
暦
以
降
の
典
型
的
な
字
形
で
あ
る
「
長

方
体
字
」
に
属
す
る
が
、『
秘
冊
彙
函
』
の
字
形
は
古
拙
で
素
朴
な
感
じ
が
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、『
津
逮
秘
書
』
は
よ
り
整
っ
た
字
形

を
用
い
て
い
る
。

一
見
し
て
認
識
で
き
る
違
い
の
他
、
書
版
の
細
部
・
編
校
者
の
姓
名
・
文
字
の
校
訂
・
前
後
の
序
跋
の
点
に
お
い
て
も
、
毛
晋
は
や
や

大
き
な
改
訂
を
加
え
た
。
以
下
に
順
を
追
っ
て
説
明
す
る
。

（
9
）
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（
図
一
之
一　
『
秘
冊
彙
函
』
本
『
斉
民
要
術
』
巻
一
第
一
丁
）
（
10
）

（
図
一
之
二　
『
津
逮
秘
書
』
本
『
斉
民
要
術
』
巻
一
第
一
丁
）

（
一
）
書
版
の
細
部

　
　
　
　
　

字
形

上
述
の
よ
う
に
、『
秘
冊
彙
函
』
の
字
形
は
や
や
粗
雑
で
筆
画
が
太
い
。
一
方
、『
津
逮
秘
書
』
の
字
形
は
比
較
的
精
緻
で
筆
画
も
細
く
、

文
字
の
彫
り
は
『
秘
冊
彙
函
』
に
勝
る
と
言
え
る
。
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（『
秘
冊
彙
函
』）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『
津
逮
秘
書
』）

　
　
　

刻
工
名

後
に
『
津
逮
秘
書
』
に
引
き
継
が
れ
た
『
秘
冊
彙
函
』
十
七
種
に
お
い
て
は
、『
道
徳
指
帰
論
』・『
漢
雑
事
秘
辛
』・『
録
異
記
』・『
霊
宝

真
霊
位
業
図
』・『
歳
華
紀
麗
』
の
五
種
を
除
い
て
、
皆
、
版
心
の
下
方
に
刻
工
名
ま
た
は
字
数
が
あ
る
。
対
し
て
、『
津
逮
秘
書
』
は
全
書

を
通
じ
て
、
刻
工
名
と
字
数
は
合
わ
せ
て
十
一
丁
に
し
か
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
十
一
丁
を
原
刻
の
対
応
す
る
と
こ
ろ
と
比
べ
て
み
る
と
、

以
下
の
表
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
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津
逮
秘
書

秘
冊
彙
函

斉
民
要
術

（
一
）
巻
二
第
三
丁

恒

恒
（
別
版
）

（
一
）
巻
三
第
十
三
丁

王

刻
工
名
無
し

（
三
）
巻
三
第
十
四
丁

王

刻
工
名
無
し

（
四
）
巻
六
第
二
十
五
丁

張

刻
工
名
無
し

（
五
）
巻
六
第
二
十
七
丁

張

刻
工
名
無
し

（
六
）
巻
十
第
四
十
一
丁

二
百
十
八
隠

字
数
・
刻
工
名
無
し

道
徳
指
帰
論

（
七
）
巻
六
第
四
丁

仁

刻
工
名
無
し

泉
志

（
八
）
巻
十
三
第
十
丁

二
百
〇
七

字
数
無
し

捜
神
記

（
九
）
巻
十
一
第
五
丁

呂

刻
工
名
無
し

（
十
）
第
十
一
第
六
丁

呂

刻
工
名
無
し

異
苑

（
十
一
）
巻
三
第
五
丁

呂　

二
⼂
六
十
七

二
⼂
六
十
七

（
11
）
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表
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、『
斉
民
要
術
』
巻
二
第
三
丁
の
「
恒
」
を
除
い
て
、『
津
逮
秘
書
』
に
あ
る
刻
工
名
と
字
数
は
全
て
原
刻
と
合

わ
な
い
。
例
外
と
し
て
『
斉
民
要
術
』
巻
二
第
三
丁
に
は
両
版
と
も
に
「
恒
」
の
刻
工
名
が
刻
ん
で
あ
る
が
、
同
版
で
は
な
い
。「
恒
」
の

刻
工
名
は
『
秘
冊
彙
函
』
本
『
斉
民
要
術
』
の
巻
六
第
十
七
丁
・
第
十
八
丁
に
も
見
ら
れ
る
が
、『
津
逮
秘
書
』
本
に
は
見
当
た
ら
な
い
。

こ
の
点
か
ら
推
測
す
る
と
、「
恒
」
は
そ
も
そ
も
『
秘
冊
彙
函
』
を
刻
し
た
工
匠
の
名
前
で
あ
り
、『
津
逮
秘
書
』
に
あ
る
の
は
翻
刻
の
際

に
た
ま
た
ま
写
さ
れ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（
二
）
校
訂
者
の
姓
名

か
つ
て
の
民
間
の
出
版
活
動
で
は
、
出
版
者
は
書
籍
を
発
行
す
る
他
に
、
整
理
・
校
訂
の
仕
事
も
担
う
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、

巻
頭
の
撰
者
の
署
名
の
次
行
は
往
々
に
し
て
出
版
者
自
身
が
校
訂
者
と
し
て
名
前
を
入
れ
て
版
権
を
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。『
秘
冊
彙

函
』
の
場
合
も
、
人
に
校
勘
を
依
頼
し
た
数
種
を
除
き
、
撰
者
の
次
に
皆
「
明
沈
士
龍
胡
震
亨
同
校
」
と
あ
る
。
最
も
主
要
な
編
校
者
と

し
て
、
胡
震
亨
は
謙
遜
を
表
す
た
め
に
、
自
分
の
名
前
を
協
力
者
の
沈
士
龍
の
後
ろ
に
置
い
た
。

し
か
し
、
版
木
が
毛
晋
に
帰
し
た
こ
と
に
伴
い
、
版
権
の
所
有
者
も
移
っ
た
。
従
っ
て
、
翻
刻
さ
れ
る
際
に
、
版
権
を
示
し
た
校
訂
者

の
姓
名
の
と
こ
ろ
は
例
外
な
く
毛
晋
に
よ
っ
て
改
訂
が
加
え
ら
れ
た
。
（
12
）

秘
冊
彙
函

津
逮
秘
書

斉
民
要
術

巻
一－

巻
十

校
訂
者
無
し

校
訂
者
無
し

道
徳
指
帰
論

巻
一

明
沈
士
龍
胡
震
亨
同
校

明
胡
震
亨
毛
晋
同
訂

巻
二

同

校
訂
者
無
し

巻
三

同

明
沈
士
龍
胡
震
亨
同
校
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巻
四－

巻
六

同

校
訂
者
無
し

周
髀
算
経

巻
上
・
下

明
趙
開
美
校

明
毛
晋
校

術
数
記
遺

巻
一

明
趙
開
美
校

明
毛
晋
校

歳
華
紀
麗

巻
一

明
沈
士
龍
胡
震
亨
同
校

明
胡
震
亨
毛
晋
同
訂

巻
二－

巻
四

校
訂
者
無
し

校
訂
者
無
し

益
部
方
物
略
記

巻
一

明
沈
士
龍
胡
震
亨
同
校

明
胡
震
亨
毛
晋
同
訂

泉
志

巻
一

明
徐
象
梅
校
並
図
篆

明
胡
震
亨
毛
晋
同
訂

巻
二

同

明
徐
象
梅
校
並
図
篆

巻
三

同

校
訂
者
無
し

巻
四

同

明
徐
象
梅
校
並
図
篆

巻
五－

巻
九

同

校
訂
者
無
し

巻
十

同

明
徐
象
梅
校
並
図
篆

巻
十
一

同

校
訂
者
無
し
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巻
十
二

同

明
徐
象
梅
校
並
図
篆

巻
十
三－

巻
十
五

同

校
訂
者
無
し

大
唐
創
業
起
居
注

巻
一－
巻
三

明
沈
士
龍
胡
震
亨
同
校

明
胡
震
亨
毛
晋
同
訂

霊
宝
真
霊
位
業
図

巻
一

明
沈
士
龍
胡
震
亨
重
校

明
胡
震
亨
毛
晋
重
校

漢
雑
事
秘
辛

巻
一

明
沈
士
龍
胡
震
亨
同
校

明
胡
震
亨
毛
晋
同
訂

東
京
夢
華
録

巻
一

明
沈
士
龍
胡
震
亨
同
校

明
胡
震
亨
毛
晋
同
訂

巻
二－

巻
十

同

校
訂
者
無
し

佛
国
記

巻
一

明
沈
士
龍
胡
震
亨
同
校

明
胡
震
亨
毛
晋
同
訂

捜
神
記

巻
一

明
沈
士
龍
胡
震
亨
同
校

明
胡
震
亨
毛
晋
同
訂

巻
二－

巻
九

同

校
訂
者
無
し

巻
十

校
訂
者
無
し

校
訂
者
無
し

巻
十
一－

巻
二
十

明
沈
士
龍
胡
震
亨
同
校

校
訂
者
無
し
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表
に
し
て
比
べ
て
み
る
と
、
胡
震
亨
以
外
の
編
校
者
の
名
前
は
す
べ
て
削
除
さ
れ
、
毛
晋
の
名
に
変
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

特
に
「
明
沈
士
龍
胡
震
亨
同
校
」
の
場
合
、「
沈
士
龍
」
を
削
っ
て
「
胡
震
亨
」
を
上
に
し
て
そ
の
後
ろ
に
「
毛
晋
」
と
付
け
加
え
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
変
更
は
胡
震
亨
の
校
刊
の
功
績
を
記
す
た
め
で
も
あ
る
が
、
重
要
な
の
は
自
分
の
版
権
を
示
す
た
め
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
更
に
、
面
白
い
の
は
、
毛
晋
が
行
っ
た
変
更
は
第
一
巻
に
限
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
降
は
、
元
の
ま
ま
残
し
た
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、

む
し
ろ
校
訂
者
の
姓
名
を
記
入
し
な
か
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

捜
神
後
記

巻
一

明
沈
士
龍
胡
震
亨
同
校

明
胡
震
亨
毛
晋
同
訂

巻
二－
巻
十

同

校
訂
者
無
し

周
氏
冥
通
記

巻
一

明
沈
士
龍
胡
震
亨
同
校

明
胡
震
亨
毛
晋
同
訂

巻
二－

巻
四

同

校
訂
者
無
し

録
異
記

巻
一

明
沈
士
龍
胡
震
亨
同
校

明
胡
震
亨
毛
晋
同
訂

巻
二－

巻
八

同

校
訂
者
無
し

異
苑

巻
一

明
沈
士
龍
胡
震
亨
同
校

明
胡
震
亨
毛
晋
同
訂

巻
二－

巻
四

同

校
訂
者
無
し

巻
五

校
訂
者
無
し

校
訂
者
無
し

巻
六－

巻
十

明
沈
士
龍
胡
震
亨
同
校

校
訂
者
無
し
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そ
も
そ
も
編
校
者
の
銜
名
が
唯
一
な
か
っ
た
『
斉
民
要
術
』
は
後
に
最
も
混
同
さ
れ
や
す
い
一
種
と
な
っ
た
。
こ
れ
も
版
本
鑑
定
に
お

け
る
編
校
者
の
銜
名
の
重
要
さ
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

（
三
）
文
字
の
校
勘

胡
震
亨
の
原
刻
に
お
い
て
、
文
字
の
脱
漏
や
誤
り
は
屡
々
見
ら
れ
る
。
校
勘
の
正
確
さ
が
足
り
な
い
こ
と
は
後
世
の
人
に
よ
く
指
摘
さ

れ
る
点
で
あ
る
。
汲
古
閣
の
出
版
物
も
校
勘
に
優
れ
る
と
は
言
い
難
い
が
、『
秘
冊
彙
函
』
を
翻
刻
す
る
際
に
は
や
は
り
夥
し
い
訂
正
を
加

え
た
と
言
え
る
。
具
体
的
な
例
を
挙
げ
て
説
明
し
よ
う
。

　
　
　

脱
文
の
補
足

『
東
京
夢
華
録
』
巻
三
「
天
暁
諸
人
入
市
」
条
に
お
い
て
、
第
九
丁
の
表
六
行
目
以
降
、
両
版
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

…
謂
之
果
／
子
行
、
紙
畫
兒
亦
在
彼
處
行
販
不
絕
、
其
麥
麵
每
秤
／
作
一
布
袋
…
（『
秘
冊
彙
函
』）

…
謂
之
果
／
子
行
、
紙
畫
兒
亦
在
彼
處
興
販
不
絕
、
其
賣9

麥
麵
每
／
秤
作
一
布
袋
…
（『
津
逮
秘
書
』）

翻
刻
で
あ
る
『
津
逮
秘
書
』
本
で
は
、「
麥
麵
」
の
上
に
「
賣
」
の
一
字
が
増
え
て
い
る
。
こ
れ
を
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
の
元
刊
本
『
東
京
夢

華
録
』
で
確
か
め
て
み
る
と
、
確
か
に
古
い
版
本
に
は
「
賣
」
の
一
字
が
あ
る
。
こ
の
一
字
の
差
に
よ
っ
て
、
各
行
の
文
字
は
本
巻
の
最
後

ま
で
全
部
ず
れ
て
い
て
合
わ
な
い
。

ま
た
、『
秘
冊
彙
函
』
本
の
『
斉
民
要
術
』
に
お
け
る
巻
十
の
第
四
十
一
丁
は
第
四
十
三
丁
と
重
複
し
て
い
る
。
第
四
十
丁
の
最
後
の
行

は
「
覆
葐
」
の
標
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
第
四
十
一
丁
は
「
莓
」
条
の
内
容
の
「
莓
、
草
實
、
亦
可
食
」
か
ら
始
ま
り
、
後
ろ
に
「
荁
」・

「
䔮
」・「
木
」・「
棫
」・「
櫟
」
の
五
条
が
続
い
て
い
る
。
こ
の
二
丁
の
丁
付
け
は
互
い
に
異
な
っ
て
お
り
、
同
版
で
も
な
い
が
、
内
容
は
完

全
に
同
じ
で
あ
る
。
従
っ
て
、
本
来
の
第
四
十
一
丁
の
内
容
は
抜
け
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。『
津
逮
秘
書
』
本
に
な
っ
て
、
第
四
十
一
丁

は
一
丁
丸
ご
と
入
れ
替
え
ら
れ
、
一
行
目
の
「
覆
葐
」
の
内
容
を
「
爾
雅
曰
、
茥
、
蒛
葐
。
郭
璞
注
云
、
覆
葐
也
。
實
似
莓
而
小
、
／
亦

（
13
）

（
14
）
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可
食
」
と
正
し
、
後
ろ
に
「
翹
搖
」・「
鳥
蓲
」・「
茶
」
の
三
条
の
内
容
を
補
っ
た
。
こ
れ
は
群
碧
楼
旧
蔵
の
明
抄
本
及
び
中
国
国
家
図
書

館
所
蔵
の
明
刊
本
と
一
致
し
て
い
る
。
（
15
）

（
図
二
之
一　
『
秘
冊
彙
函
』
本
『
斉
民
要
術
』
巻
十
第
四
十
一
丁
）
（
図
二
之
二　
『
秘
冊
彙
函
』
本
『
斉
民
要
術
』
巻
十
第
四
十
三
丁
）
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墨
釘
の
補
刻

『
秘
冊
彙
函
』
は
毛
晋
の
校
勘
を
経
て
多
く
の
文
字
の
誤
り
が
正
さ
れ
た
が
、
中
で
も
墨
釘
ま
た
は
空
白
に
対
し
て
の
補
刻
が
最
も
わ
か

り
や
す
い
事
例
で
あ
る
。

例
え
ば
、『
歳
華
紀
麗
』
の
原
刻
の
巻
一
第
十
七
丁
の
裏
八
行
目
の
「
四
筵
」
条
の
小
字
双
行
注
に
空
白
が
見
ら
れ
る
。

（
図
二
之
三　
『
津
逮
秘
書
』
本
『
斉
民
要
術
』
巻
十
第
四
十
一
丁
）
（
図
二
之
四　
『
津
逮
秘
書
』
本
『
斉
民
要
術
』
巻
十
第
四
十
三
丁
）
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阮
瞻
□
□
會
賦
云
列
四
筵
／
而
設
□
□
□
吉
祥
於
斯
塗
。

ま
た
、
次
行
の
「
晉
宴
上
林
」
条
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

晉
宴
□
□
：
晉
朝
上
巳
／
宴
上
林
也
。

『
津
逮
秘
書
』
で
は
、
こ
の
三
つ
の
空
白
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
「
上
巳
」・「
席
兮
祈
」・「
上
林
」
と
補
っ
て
い
る
。
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
の

『
秘
冊
彙
函
』
に
は
、
清
代
の
蔵
書
家
の
張
紹
仁
に
よ
る
朱
筆
の
補
写
が
あ
り
、
内
容
は
『
津
逮
秘
書
』
と
同
じ
で
あ
る
。
そ
の
静
嘉
堂
文

庫
本
の
末
の
張
氏
の
手
跋
に
よ
る
と
、
彼
は
明
抄
本
に
基
づ
い
て
字
を
補
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
し
て
、『
捜
神
記
』
に
お
い
て
は
、『
秘
冊
彙
函
』
本
の
序
文
第
一
丁
の
右
下
に
大
き
な
墨
釘
が
あ
り
、
二
行
目
の
銜
名
か
ら
文
字
が

欠
け
て
い
る
。

捜
神
記
序

　
　
　
　
　
　
　
　

晉
散
騎
常
侍
新
蔡
干
寶
■
■
■
■

　

雖
考
先
志
於
載
籍
、
收
遺
逸
於
當
時
、
盖
■
■
■
■

　
　

目
之
所
親
聞
覩
也
。
又
安
敢
謂
無
失
實
者
■
■
■

失
國
、
二
傳
互
其
所
聞
；
呂
望
事
周
、
子
長
存
其
兩
■
。

恐
ら
く
当
時
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
墨
釘
の
ま
ま
残
す
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。『
津
逮
秘
書
』
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
「
干

寶
」
の
下
に
「
令
升
撰
」
の
三
字
、
次
行
に
「
非
一
耳
一
」
の
四
字
、
四
行
目
に
「
哉
衛
朔
」
の
三
字
、
五
行
目
に
「
説
」
の
一
字
が
補

わ
れ
た
。『
冊
府
元
亀
』
に
引
か
れ
て
い
る
干
宝
の
序
文
で
確
認
し
て
み
る
と
、
毛
晋
の
補
刻
は
正
確
で
あ
る
と
分
か
る
。

墨
釘
を
文
字
に
校
正
す
る
こ
と
よ
り
も
校
勘
者
の
工
夫
が
伝
わ
る
の
は
、
正
確
を
期
す
た
め
、
本
来
文
字
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
を
墨
釘
に

（
16
）

（
17
）



102慶應義塾中国文学会報　第１号

戻
し
た
点
で
あ
る
。

例
と
し
て
は
、『
道
徳
指
帰
論
』
巻
二
第
十
五
丁
の
裏
七
・
八
行
目
に
見
ら
れ
る
。

…
憂
勞
元
元
／
以
承
祭
祀
…
（『
秘
冊
彙
函
』）

…
憂
勞
元
元
／
以
■
祭
祀
…
（『
津
逮
秘
書
』）

　さ
ら
な
る
考
証
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
、「
承
」
の
字
を
墨
釘
に
変
え
て
い
る
。
後
に
、
清
の
嘉
慶
年
間
に
張
海
鵬
が
『
学
津
討

原
』
を
刊
行
し
た
時
に
も
毛
晋
の
意
見
を
採
用
し
、
こ
の
一
字
を
空
白
に
し
た
。

（
四
）
序
文
の
取
捨

『
津
逮
秘
書
』
所
収
の
書
物
の
後
ろ
に
、
毛
晋
の
跋
文
が
度
々
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、『
秘
冊
彙
函
』
を
翻
刻
し
た
際
、
毛
氏
は
書
中
の

数
種
に
対
し
て
新
し
く
跋
文
を
著
し
た
。
跋
文
を
増
や
し
た
他
、
元
編
校
者
の
序
跋
を
除
い
た
こ
と
も
あ
る
。『
秘
冊
彙
函
』
と
比
較
す
る

と
、
翻
刻
に
お
け
る
序
跋
の
異
動
は
下
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
一
）『
周
髀
算
経
』、
毛
晋
の
跋
文
を
増
加

（
二
）『
益
部
方
物
略
記
』、
沈
士
龍
の
序
を
削
除
し
、
胡
震
亨
の
序
文
を
本
文
の
末
行
の
次
へ
移
動

（
三
）『
泉
志
』、
沈
士
龍
の
跋
文
を
削
除

（
四
）『
大
唐
創
業
起
居
注
』、
毛
晋
の
跋
文
を
増
加

（
五
）『
捜
神
記
』、
毛
晋
の
跋
文
を
増
加

（
六
）『
異
苑
』、
沈
士
龍
の
序
文
を
削
除
し
、
毛
晋
の
跋
文
を
増
加

要
す
る
に
、『
津
逮
秘
書
』
所
収
の
『
秘
冊
彙
函
』
版
に
お
い
て
、
毛
晋
の
跋
文
は
四
つ
加
え
ら
れ
て
お
り
、
沈
士
龍
の
序
跋
文
は
三
つ
削

除
さ
れ
て
い
る
。
後
に
刊
行
さ
れ
た
『
益
部
方
物
略
記
』・『
泉
志
』・『
異
苑
』
の
三
書
は
凡
そ
『
津
逮
秘
書
』
が
新
た
に
翻
刻
し
た
も
の

に
属
し
、
沈
士
龍
の
序
跋
は
収
め
ら
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
こ
こ
に
沈
氏
の
『
秘
冊
彙
函
』
の
序
跋
の
大
概
を
記
す
こ
と
に
す
る
。

（
18
）

（
19
）

（
20
）
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��（

一
）
檢
子
京
『
方
物
略
記
』
便
使
人
欲
登
汶
領
、
躡
峨
嵋
、
作
右
軍
馳
想
。
然
其
所
載
猶
有
遺
脫
。
若
左
思
賦
「
𧌽
蛦
山
棲
」、
劉
良

注
「
給
客
橙
」
及
「
蒻
汁
凝
可
醃
食
」、
李
德
裕
「
得
蒙
茶
以
沃
于
湯
瓶
上
驗
之
」、
段
成
式
「
竹
蜂
蜜
紺
色
可
愛
」、
黃
庭
堅
「
僰
道
苦

筍
、
冠
冕
兩
川
」。
又
若
杜
甫
詠
桃
竹·

丁
香·

麗
春
、
白
居
易
詠
山
石
榴
、
元
稹
詠
山
枇
杷
、
顧
況
詠
露
青
竹
、
王
周
詠
金
盤
草
、
蘇

軾
詠
萬
蝶
花
、
范
成
大
詠
紫
河
車·

寶
相
花
、
其
所
狀
寫
皆
蜀
中
奇
產
、
人
雖
有
前
後
、
物
不
異
古
今
、
併
錄
于
此
、
為
宋
公
補
遺
。
新

都
孫
震
卿
校
、
繍
水
沈
士
龍
題
。（『
益
部
方
物
略
記
』
序
）

　�（
二
）
鄱
陽
『
錢
志
』
援
證
極
博
該
、
貫
幽
邈
、
可
謂
錢
之
董
狐
。
第
其
所
志
僅
始
虞
代
、
豈
軒
黃
上
下
無
足
據
邪
…
皆
當
併
錄
用
、
為

此
志
續
譜
。
繍
水
沈
士
龍
識
、
新
都
孫
震
卿
校
（『
泉
志
』
跋
）

�（
三
）
嘗
讀
馬
氏
『
經
籍
攷
』、
則
『
異
苑
』
之
目
已
亡
、
惟
隋
、
唐
『
藝
文
』
有
之
。
而
此
冊
卷
帙
正
與
『
志
』
合
。
第
『
傳
』
稱
「
敬

叔
起
家
司
徒
掌
記
、
中
兵
參
軍
」、
而
三
卷
所
謂
「
義
熙
十
三
年
為
長
沙
景
王
驃
騎
參
軍
」、
史
冊
無
聞
、
何
也
？
然
所
稱
司
徒
者
、
非

司
馬
道
子
則
司
馬
德
文
。
而
景
王
、
宋
武
弟
道
憐
也
。
豈
敬
叔
已
廢
、
復
為
宋
武
所
簡
以
佐
道
憐
耶
？
更
知
南
平
之
授
、
乃
武
帝
陰
伺

劉
毅
於
敬
叔
耳
、
故
亦
不
分
、
借
以
慢
命
罷
之
。
觀
其
書
所
載
毅
作
書
使
王
亮
儲
兵
作
逆
、
及
妻
郭
失
身
於
桓
玄
、
其
意
蓋
可
見
矣
。

繍
水
沈
士
龍
志
。（『
異
苑
』
題
辞
）

　
こ
の
三
つ
の
序
跋
の
性
質
と
し
て
は
、
い
ず
れ
も
考
証
に
関
す
る
文
章
に
属
す
る
が
、
何
故
毛
晋
が
用
い
ず
に
削
っ
た
の
か
は
分
か
ら

な
い
。
あ
く
ま
で
も
個
人
的
な
推
測
で
は
あ
る
が
、『
益
部
方
物
略
記
』
の
序
は
前
代
の
詩
文
を
網
羅
し
て
蜀
中
の
十
六
種
の
奇
妙
な
産
物

を
補
遺
し
た
が
、
い
ず
れ
も
宋
祁
の
原
文
で
は
な
い
た
め
、『
津
逮
秘
書
』
に
採
用
さ
れ
ず
、
そ
の
序
文
も
削
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。『
泉

志
』
の
跋
は
堯
舜
よ
り
以
前
の
古
銭
を
考
証
し
よ
う
と
し
た
が
、
軒
黃
の
銭
云
々
の
内
容
が
荒
唐
無
稽
で
あ
る
た
め
、
削
ら
れ
た
の
で
あ

ろ
う
。
ま
た
、
沈
士
龍
は
『
異
苑
』
の
題
辞
の
中
で
胡
震
亨
の
「
劉
敬
叔
伝
」
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
劉
敬
叔
は
義
煕
七
年
（
四
一
一
）

に
劉
毅
に
罷
免
さ
れ
た
が
、
十
三
年
（
四
一
七
）
に
再
び
起
用
さ
れ
、
転
じ
て
長
沙
王
劉
道
憐
の
驃
騎
参
軍
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
は
、
後
に

宋
武
帝
と
な
っ
た
劉
裕
の
直
接
の
指
示
に
よ
る
結
果
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
さ
ら
に
、
実
際
に
そ
う
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
当
初
、
劉
敬
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叔
が
南
平
国
の
郎
中
令
と
な
っ
た
の
も
、
劉
裕
が
劉
毅
を
監
察
す
る
た
め
の
手
配
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ

の
論
は
あ
ま
り
に
も
主
観
的
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
使
わ
れ
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

上
記
の
考
察
を
通
し
て
、『
津
逮
秘
書
』
所
収
の
『
秘
冊
彙
函
』
版
は
原
刻
と
は
全
く
版
を
異
に
す
る
も
の
に
属
す
る
こ
と
が
判
明
し

た
。
胡
震
亨
の
古
い
「
版
木
」
を
購
入
し
た
毛
晋
も
、
そ
れ
を
も
と
に
し
て
単
な
る
覆
刻
を
行
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
全
面
的
な
校
勘
を

し
た
上
で
『
秘
冊
彙
函
』
を
翻
刻
し
た
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
毛
晋
は
版
権
を
手
に
入
れ
、
整
理
・
校
勘
も
改
め
て
や
り
直
し
た
以
上
、
新

し
く
版
木
を
刻
む
際
に
胡
震
亨
の
版
式
を
捨
て
て
そ
の
ま
ま
汲
古
閣
の
版
式
に
統
一
し
た
と
し
て
も
、
非
難
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
し
か

し
、
毛
晋
は
依
然
と
し
て
前
人
の
刊
刻
の
苦
心
を
埋
没
さ
せ
な
い
よ
う
に
『
秘
冊
彙
函
』
の
版
式
を
残
し
た
。
こ
の
挙
は
ま
さ
に
誉
れ
高

き
行
い
と
言
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。　
　
　
　
　

三
、
汲
古
閣
に
帰
し
た
『
秘
冊
彙
函
』
版
の
顛
末

（
一
）『
秘
冊
彙
函
』
の
刊
行
時
期

『
秘
冊
彙
函
』
に
は
正
確
な
刊
年
を
記
す
刊
記
な
ど
が
見
当
た
ら
な
い
た
め
、
そ
の
正
確
な
出
版
時
期
を
判
断
す
る
に
は
所
収
の
各
書
物

の
序
跋
を
利
用
す
る
し
か
な
い
。
そ
の
中
で
書
写
年
代
が
残
っ
て
い
る
最
も
早
い
も
の
は
、『
異
苑
』
の
書
前
に
あ
る
万
暦
己
亥
（
二
十
七

年
、
一
五
九
九
）
に
胡
震
亨
が
書
い
た
題
辞
で
あ
る
。
ま
た
、
最
も
晩
い
の
は
、
万
暦
癸
卯
（
三
十
一
年
、
一
六
〇
三
）
に
書
い
た
『
易

解
附
録
』
の
胡
震
亨
序
、『
於
陵
子
』
の
趙
開
美
跋
、『
泉
志
』
の
徐
象
梅
跋
、
及
び
『
漢
雑
事
秘
辛
』
の
胡
震
亨
跋
で
あ
る
。
そ
し
て
、

全
書
の
前
に
冠
し
て
い
る
沈
士
龍
・
胡
震
亨
・
孫
震
卿
の
三
人
が
共
に
署
名
し
た
「
刻
『
秘
冊
彙
函
』
引
」
も
そ
の
年
の
八
月
に
書
か
れ

た
。
周
本
淳
の
考
証
に
よ
る
と
、
胡
震
亨
は
癸
卯
の
翌
年
（
三
十
二
年
、
一
六
〇
四
）
に
会
試
受
験
の
た
め
京
に
赴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
た
め
、
当
年
の
七
月
に
書
い
た
「
易
解
附
録
序
」
に
お
い
て
時
間
が
迫
っ
て
い
る
と
の
慨
嘆
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
か

ら
考
え
る
と
、『
秘
冊
彙
函
』
の
編
纂
は
凡
そ
万
暦
二
十
七
年
か
ら
三
十
一
年
ま
で
の
時
期
に
集
中
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
本
書
の
発
行
に
つ
い
て
は
、「
刻
『
秘
冊
彙
函
』
引
」
に
「
か
つ
て
抄
写
し
た
本
は
百
函
ほ
ど
あ
り
、
現
在
は
そ
の
順
次
が
定

（
21
）
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ま
っ
て
い
る
も
の
を
嚆
矢
と
し
て
刊
行
す
る
。
引
き
続
き
そ
の
規
模
を
広
げ
、
途
中
で
止
め
る
こ
と
は
し
な
い
。
書
は
四
部
に
分
け
る
べ

き
で
あ
る
が
、
所
収
が
少
な
い
た
め
、
撰
者
の
年
代
順
に
よ
っ
て
簡
単
に
並
べ
る
」
と
の
記
述
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
当
初
、『
秘
冊

彙
函
』
を
出
版
す
る
際
に
は
決
ま
っ
た
計
画
は
な
く
、
校
勘
が
終
わ
り
次
第
増
刊
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
所
見

の
『
秘
冊
彙
函
』
二
点
及
び
各
図
書
館
の
目
録
に
は
、
二
十
二
種
を
過
ぎ
る
も
の
は
な
い
。
た
だ
し
、
冉
旭
は
「『
秘
冊
彙
函
』
考
」
に
お

い
て
、『
秘
冊
彙
函
』
の
初
刻
が
出
版
さ
れ
た
後
、
沈
士
龍
は
一
人
で
『
緯
略
』
一
種
を
『
秘
冊
彙
函
』
の
増
刊
と
し
て
出
版
し
た
と
指
摘

し
て
い
る
。

沈
士
龍
刊
『
緯
略
』
は
国
立
公
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
毎
半
葉
九
行
十
八
字
、
左
右
双
辺
、
内
匡
一
二
・
九
×
一
九
・
〇
糎
、
版

心
白
口
、
上
単
黒
魚
尾
、
書
名
及
び
巻
数
は
魚
尾
の
下
に
あ
り
、
版
心
の
下
方
に
字
数
を
刻
し
て
い
る
。
本
書
の
行
格
や
寸
法
は
い
ず
れ

も
『
秘
冊
彙
函
』
と
同
様
で
あ
る
が
、
魚
尾
だ
け
が
黒
魚
尾
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
全
書
に
わ
た
っ
て
胡
震
亨
に
関
す
る
痕
跡
は
見
当

た
ら
な
い
。
前
後
に
序
跋
も
な
く
、
巻
頭
の
編
校
者
の
姓
名
も
単
に
「
明
繍
水
沈
士
龍
校
」
と
し
て
い
る
。
周
本
淳
「
胡
震
亨
簡
譜
」
に
よ

る
と
、
胡
震
亨
は
万
暦
三
十
五
年
（
一
六
〇
七
）
か
ら
三
十
九
年
（
一
六
一
一
）
ま
で
、
故
城
県
教
諭
の
任
に
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
冉
旭
は

論
文
の
中
で
、
胡
震
亨
は
万
暦
三
十
四
年
に
任
命
を
引
き
受
け
に
京
へ
上
っ
た
た
め
、『
緯
略
』
の
編
校
に
参
加
し
て
い
な
か
っ
た
と
推
測

し
て
い
る
。

沈
士
龍
刊
本
『
緯
略
』
を
『
秘
冊
彙
函
』
の
増
刊
と
見
な
し
て
良
い
の
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
現
在
断
言
で
き
な
い
が
、
万
暦
三
十
四

年
以
降
、
胡
震
亨
と
沈
士
龍
が
協
力
し
て
本
を
出
す
こ
と
が
な
く
な
っ
た
の
は
断
定
で
き
る
。
従
っ
て
、
こ
の
年
が
『
秘
冊
彙
函
』
が
最

終
的
に
上
梓
、
出
版
さ
れ
た
最
晩
の
年
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
以
降
、
胡
震
亨
は
万
暦
四
十
六
年
（
一
六
一
八
）
ま
で
故
城
県
教

諭
・
合
肥
県
知
県
を
歴
任
し
、
他
方
、
沈
士
龍
は
万
暦
四
十
年
（
一
六
一
二
）
に
世
を
去
っ
た
た
め
、『
秘
冊
彙
函
』
の
増
刊
の
話
も
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

（
二
）
天
啓
元
年
の
火
災

『
秘
冊
彙
函
』
の
版
木
が
火
災
で
焼
け
て
し
ま
っ
た
の
は
天
啓
元
年
（
一
六
二
一
）
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
火
事
に
つ
い
て
、
毛
晋
は
崇

禎
三
年
（
一
六
三
〇
）
に
書
い
た
「『
津
逮
秘
書
』
序
」
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

（
22
）

（
23
）

（
24
）

（
25
）

（
26
）
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��

友
人
の
胡
孝
轅
が
『
秘
冊
彙
函
』
二
十
余
函
を
く
だ
さ
っ
た
が
、
惜
し
い
こ
と
に
半
分
は
辛
酉
（
一
六
二
一
）
の
武
林
の
火
災
で
焼
け

て
し
ま
っ
た
。
私
は
そ
れ
を
補
い
、
自
身
が
以
前
に
出
し
た
本
と
合
わ
せ
て
百
余
を
下
ら
ぬ
数
と
な
っ
た
。

こ
の
記
述
か
ら
見
る
と
、
火
災
に
見
舞
わ
れ
た
時
、『
秘
冊
彙
函
』
の
版
木
は
杭
州
に
置
い
て
あ
っ
た
。
恐
ら
く
杭
州
の
書
肆
に
刊
刻
を
依

頼
し
、
そ
れ
以
来
は
長
く
杭
州
に
版
木
を
預
け
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
天
啓
元
年
の
火
災
に
関
し
て
は
、『
明
史
』
に
も
記
録
が
残
っ
て
い
る
。

�

天
啓
元
年
閏
二
月
の
丙
戌
、
昭
和
殿
が
燃
え
た
。
三
月
の
甲
申
に
杭
州
で
火
災
が
起
こ
り
、
六
千
余
り
の
家
に
飛
び
火
し
た
。
七
月
の

戊
子
に
ま
た
火
災
に
な
り
、
府
城
の
内
外
を
含
め
て
一
万
余
戸
に
ま
で
及
ん
だ
。

ま
た
、
康
煕
年
間
に
作
ら
れ
た
『
仁
和
県
志
』
に
も
火
災
の
こ
と
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。

�

天
啓
元
年
三
月
に
大
火
が
あ
っ
た
。
三
月
五
日
に
仁
和
県
の
羲
和
坊
周
辺
の
生
員
陳
調
燮
の
家
に
火
事
が
起
こ
っ
た
。
火
は
突
然
四
方

に
散
り
、
平
安
坊
・
東
西
壁
坊
・
如
松
坊
等
に
飛
び
火
し
て
杭
州
前
衛
の
左
所
・
前
所
に
ま
で
延
焼
し
た
。
ち
ょ
う
ど
当
日
の
午
時
に

風
が
起
こ
り
、
大
火
は
十
余
里
に
広
が
り
、
翌
日
の
夕
方
に
な
っ
て
よ
う
や
く
消
え
た
。
ま
た
、
艮
山
門
外
、
江
に
臨
む
と
こ
ろ
の
数

百
の
家
も
被
災
し
た
。
続
け
て
城
北
の
二
箇
所
に
も
及
び
、
百
余
戸
が
焼
け
て
し
ま
っ
た
と
い
う
報
告
も
入
っ
て
き
た
。
八
日
に
な
っ

て
、
さ
ら
に
報
告
が
あ
り
、
銭
塘
県
の
北
良
坊
な
ど
で
そ
れ
ぞ
れ
十
余
戸
が
燃
え
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
報
告
を
調
べ
て
計
算
し
て
み

る
と
、
凡
そ
六
千
百
余
戸
、
一
万
余
り
の
部
屋
が
燃
え
た
。
そ
れ
に
、
広
豊
倉
も
一
つ
燃
え
た
…

�

六
月
に
大
火
が
あ
っ
た
。
火
事
は
三
日
間
続
き
、
住
民
が
逃
れ
た
と
こ
ろ
に
火
の
手
が
追
っ
て
き
た
。
幾
度
も
逃
れ
て
力
尽
き
、
荷
物

が
目
の
前
で
燃
え
た
の
を
た
だ
見
る
し
か
な
い
人
も
い
た
。

そ
の
年
に
杭
州
城
で
二
度
大
き
な
火
事
が
起
こ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。『
秘
冊
彙
函
』
の
版
木
が
ど
ち
ら
の
大
火
で
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
の

か
は
不
明
で
あ
る
が
、
文
献
の
記
載
に
よ
る
と
、
い
ず
れ
も
激
し
い
大
火
で
あ
り
、
杭
州
城
は
甚
だ
し
い
被
害
を
受
け
た
に
違
い
な
い
。

（
27
）

（
28
）

（
29
）

（
30
）
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特
に
三
月
に
起
こ
っ
た
大
火
に
つ
い
て
、
万
暦
修
『
杭
州
府
志
』
に
よ
る
と
、
当
時
の
杭
州
城
内
の
仁
和
県
の
領
域
に
は
、
羲
和
・
平
安
・

東
里
・
如
松
・
南
北
壁
・
東
西
壁
・
羲
和
安
国
・
同
徳
安
国
の
八
つ
の
坊
を
含
ん
で
お
り
、
大
火
は
仁
和
県
の
半
分
以
上
、
さ
ら
に
隣
の
銭

塘
県
北
部
に
ま
で
及
ん
だ
。
火
災
の
経
路
と
し
て
は
、
杭
州
城
の
北
部
か
ら
始
ま
り
、
南
へ
向
か
っ
て
杭
州
の
前
衛
に
広
ま
っ
た
。
そ
の

後
、
さ
ら
に
飛
び
火
し
、
火
の
手
は
方
角
を
変
え
て
東
北
に
あ
る
艮
山
門
を
出
て
江
辺
に
ま
で
延
び
、
杭
州
城
を
南
北
に
貫
い
た
。

（
三
）『
秘
冊
彙
函
』
燼
余
版
木
考

版
本
上
の
比
較
を
通
し
て
、
両
書
は
別
版
の
関
係
に
あ
る
こ
と
は
既
に
証
明
さ
れ
た
。
加
え
て
、
文
献
上
の
記
述
を
見
て
も
、
毛
晋
が

実
際
に
『
秘
冊
彙
函
』
の
版
木
を
用
い
て
印
刷
し
た
可
能
性
は
非
常
に
低
い
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
。

胡
震
亨
が
毛
晋
に
版
木
を
譲
っ
た
の
は
火
災
か
ら
九
年
後
の
崇
禎
三
年
の
こ
と
で
あ
る
。
毛
晋
の
「『
津
逮
秘
書
』」
序
」
の
後
ろ
に
並

べ
ら
れ
て
い
る
胡
震
亨
の
「『
津
逮
秘
書
』
題
辞
」
の
中
で
、
彼
は
下
記
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

�

昔
、
私
は
亡
友
の
沈
汝
納
と
各
種
の
雑
書
を
刻
そ
う
と
し
た
が
、
ま
だ
終
わ
ら
な
い
う
ち
に
火
災
に
見
舞
わ
れ
た
。
最
近
、
そ
の
焼
け

残
り
も
毛
晋
に
帰
し
た
。
毛
君
は
こ
れ
を
自
分
の
本
と
合
わ
せ
て
『
津
逮
秘
書
』
と
名
付
け
て
出
版
し
た
。

書
版
の
売
買
の
こ
と
は
毛
晋
の
「『
南
唐
書
』
跋
」
に
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

�

…
放
翁
の
書
は
十
八
巻
で
あ
り
、
塩
官
の
胡
孝
轅
の
『
秘
冊
彙
函
』
に
し
か
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
半
分
は
武
林
の
火
事
で
焼

け
て
し
ま
っ
た
。
庚
午
（
一
六
三
〇
）
の
仲
夏
に
、
私
は
焼
け
残
り
の
版
木
百
余
り
を
購
入
し
た
が
、
破
損
し
た
り
蝕
ま
れ
た
り
し
て

読
む
に
堪
え
な
い
。
そ
の
た
め
、
家
に
収
蔵
し
て
あ
る
旧
抄
本
を
用
い
て
校
訂
を
加
え
、
上
梓
し
て
『
陸
放
翁
全
集
・
逸
稿
』
の
後
ろ

に
付
け
た
。

『
南
唐
書
』
は
版
木
の
状
態
が
悪
か
っ
た
た
め
、『
津
逮
秘
書
』
に
収
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
後
に
重
刊
さ
れ
て
、『
陸
放
翁
全
集
』
に
編
入
さ

（
31
）

（
32
）

（
33
）

（
34
）
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れ
た
が
、
す
で
に
『
秘
冊
彙
函
』
の
版
式
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
。

「『
南
唐
書
』
跋
」
に
一
つ
の
重
要
な
情
報
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
「
焼
け
残
り
の
版
木
百
余
り
」
と
い
う
記
録
で
あ
る
。
陸
游
『
南

唐
書
』
は
計
十
八
巻
で
あ
り
、
書
前
に
『
音
釈
』
一
巻
が
付
さ
れ
、
丁
数
は
合
わ
せ
て
二
百
二
十
二
丁
と
な
る
。
版
木
の
彫
り
方
は
一
つ

の
板
に
対
し
て
両
面
を
彫
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
た
め
、
こ
の
跋
文
に
見
え
る
「
焼
け
残
り
の
版
木
百
余
り
」
が
仮
に
『
南
唐
書
』
だ
け

の
数
を
指
し
て
言
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
す
べ
て
の
丁
が
揃
っ
て
い
て
欠
が
な
い
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
に
は
考
え
難
く
、

更
に
「
半
分
焼
け
た
」
と
い
う
記
述
に
も
一
致
し
な
い
。
従
っ
て
、
こ
こ
の
「
版
木
百
余
り
」
は
恐
ら
く
『
秘
冊
彙
函
』
自
体
を
指
し
て

い
る
と
推
測
で
き
る
。
実
際
に
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、『
秘
冊
彙
函
』
は
計
百
四
十
三
巻
あ
る
た
め
、
一
巻
に
十
丁
し
か
な
い
と
し
て
も

「
百
余
り
」
よ
り
数
倍
の
数
と
な
る
。
つ
ま
り
胡
震
亨
の
古
い
版
木
を
直
接
用
い
る
の
は
、
現
実
的
に
不
可
能
な
こ
と
に
な
る
。
な
お
、

「『
津
逮
秘
書
』
序
」
に
「
胡
孝
轅
が
『
秘
冊
彙
函
』
二
十
余
函
を
く
だ
さ
っ
た
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
が
、
版
木
が
百
余
り
し
か
残
っ
て

い
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
胡
震
亨
か
ら
も
ら
っ
た
も
の
は
印
刷
さ
れ
て
本
の
形
に
な
っ
て
い
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、『
秘
冊
彙

函
』
所
収
の
書
物
は
二
十
二
種
で
あ
り
、
ま
さ
に
「
二
十
余
函
」
の
数
に
相
応
し
い
。

百
歩
譲
っ
て
、
万
一
『
南
唐
書
』
の
版
木
が
火
事
か
ら
免
れ
て
殆
ど
残
っ
て
い
た
と
し
て
も
、『
南
唐
書
』
は
保
存
状
態
が
悪
く
重
刊
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
ほ
か
の
版
木
も
状
態
は
こ
れ
に
近
く
、
印
刷
に
使
え
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

杭
州
の
火
事
の
後
、
胡
震
亨
は
詩
を
作
っ
て
毛
晋
に
送
っ
た
。

知
在
洪
鑪
更
幾
迴
、
平
分
敢
怨
赤
熛
催
。

有
薪
且
耐
火
傳
去
、
誰
劫
能
燒
空
性
來
。

衰
汗
易
乾
休
捉
扇
、
雄
風
難
共
廢
登
台
。

寂
然
兀
坐
虛
窗
下
、
轉
覺
清
涼
灌
頂
開
。

次
い
で
、
毛
晋
も
韻
を
踏
ん
で
唱
和
の
作
を
為
し
た
。
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兀
坐
虛
窗
首
重
回
、
閒
吟
無
事
黑
雲
催
。

漢
囊
不
隨
兩
京
去
、
秦
火
如
同
億
劫
來（
小
字
双
行
注
：
先
生
向
有
『
秘
冊
彙
函
』、
與
沈
先
生
合
／
梓
、
半
燼
於
武
林
之
火
、
托
予
補
亡
）。

匡
鼎
橫
分
説
詩
席
（
手
編
／
全
唐
詩
鈔
）、
昭
明
高
擁
讀
書
臺
（
有
『
續
文
選
』
／
盛
傳
於
世
）。

冬
殘
欲
理
剡
溪
棹
、
閟
閣
知
應
為
我
開
。

特
に
和
詩
の
末
聯
「
冬
残
剡
溪
の
棹
を
理
め
ん
と
欲
す
、
閟
閣
應
に
我
が
為
に
開
く
べ
き
を
知
る
」
に
着
目
す
べ
き
だ
と
思
う
。「
剡

溪
」
は
紹
興
府
嵊
県
の
南
に
位
置
し
、
王
徽
之
「
雪
夜
訪
戴
」
の
逸
話
が
残
る
場
所
で
あ
り
、
浙
江
省
の
総
称
と
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。

ま
た
、「
閟
閣
」
は
元
の
倪
瓚
が
貴
重
な
書
画
や
図
籍
を
蓄
え
た
清
閟
閣
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
毛
晋
は
蘇
州
府
常
熟
県

の
人
で
あ
り
、
胡
震
亨
は
嘉
興
府
海
塩
県
に
住
ん
で
い
た
。
こ
の
一
句
か
ら
見
る
と
、
こ
の
詩
は
毛
晋
が
版
木
を
買
お
う
と
し
て
海
塩
県

へ
行
こ
う
と
し
た
際
に
書
い
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。「
剡
溪
の
棹
を
理
め
ん
と
欲
す
」
と
あ
る
以
上
、
出
発
す
る
前
に
書
い
た
は
ず
だ

が
、
注
に
既
に
「
散
逸
を
補
う
こ
と
を
私
に
託
す
」
と
い
う
文
が
出
て
お
り
、『
秘
冊
彙
函
』
を
校
勘
す
る
意
思
が
見
え
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
考
え
る
と
、
毛
晋
が
和
詩
を
作
っ
た
時
に
は
、
既
に
版
権
譲
渡
の
承
諾
を
も
ら
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
版
が

毛
晋
に
帰
し
た
と
い
う
の
は
、
具
体
的
な
版
木
で
は
な
く
、
抽
象
的
な
版
権
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
後
、
海
塩
に
出
向
き
、

「
破
損
し
た
り
蝕
ま
れ
た
り
し
て
読
む
に
堪
え
な
い
」「
焼
け
残
り
の
版
木
百
余
り
」
を
購
入
す
る
こ
と
は
、
今
回
の
取
引
に
お
い
て
は
取

る
に
足
り
な
い
一
部
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

『
秘
冊
彙
函
』
を
め
ぐ
る
取
引
は
恐
ら
く
、
両
者
と
も
満
足
し
、
非
常
に
う
ま
く
進
ん
で
い
た
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
胡
震
亨
と

毛
晋
は
頻
繁
に
接
触
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
焼
け
残
り
の
版
木
の
譲
渡
は
崇
禎
三
年
の
仲
夏
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
に
、
胡
震
亨
は
『
宋

名
家
詞
二
集
』
の
た
め
に
序
文
を
著
し
て
い
る
。�

そ
の
後
、
毛
晋
が
七
夕
の
翌
日
に
「『
津
逮
秘
書
』
序
」
を
書
き
上
げ
、
胡
震
亨
も
喜
ん

で
「
題
辞
」
を
書
い
た
。
三
年
後
、
毛
晋
は
自
ら
書
い
た
跋
文
を
ま
と
め
て
『
隠
湖
題
跋
』
と
し
て
出
版
し
た
が
、
そ
こ
に
も
胡
震
亨
の

「
毛
子
晋
諸
刻
題
跋
引
」
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
二
人
は
『
秘
冊
彙
函
』
に
よ
っ
て
知
り
合
い
、
そ
れ
か
ら
交
遊
し
始
め
、
唱
和
応
酬
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
ま
さ
に
書
林
の
逸
話
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

（
35
）

（
36
）

（
37
）
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四
、
先
行
本
『
斉
民
要
術
』
を
め
ぐ
っ
て

『
津
逮
秘
書
』
十
五
集
百
四
十
一
種
が
全
て
出
版
さ
れ
た
の
は
、
清
の
順
治
六
年
（
一
六
四
九
）
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
叢
書

の
形
で
ま
と
ま
っ
て
出
版
さ
れ
る
前
に
、
一
部
の
零
種
は
既
に
単
行
本
の
形
で
先
に
印
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。『
秘
冊
彙

函
』
か
ら
翻
刻
さ
れ
た
『
斉
民
要
術
』
も
そ
の
中
の
一
つ
で
あ
る
。

静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
の
労
格
手
校
本
『
斉
民
要
術
』（
十
万
巻
楼
―
十
函
―
六
十
一
架
、
以
下
は
「
労
校
本
と
い
う
）
は
『
津
逮
秘

書
』
本
と
同
じ
く
汲
古
閣
の
刊
本
に
属
し
て
お
り
、
書
版
の
多
く
は
同
版
の
関
係
に
あ
る
。
し
か
し
、
内
容
的
に
は
校
勘
は
深
く
及
ぼ
さ

れ
ず
、
祖
本
で
あ
る
『
秘
冊
彙
函
』
に
よ
り
近
く
、
刻
工
名
及
び
字
数
も
『
津
逮
秘
書
』
本
よ
り
遥
か
に
多
い
。
従
っ
て
、
叢
書
に
編
入

さ
れ
る
前
に
先
行
印
刷
さ
れ
た
版
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
巻
三
第
二
丁
の
七
行
目
の
「
下
水
、
令
徹
澤
。
水
盡
、
下
」
に
続

く
二
字
に
関
し
て
は
、『
秘
冊
彙
函
』
本
は
「
葵
子
」
と
し
、『
津
逮
秘
書
』
本
は
墨
釘
と
し
て
い
る
。
労
校
本
の
巻
三
第
二
丁
で
は
「
葵

子
」
と
な
っ
て
お
り
、『
秘
冊
彙
函
』
と
同
じ
で
あ
る
。

労
校
本
に
お
い
て
、
刻
工
名
と
字
数
は
巻
三
に
最
も
多
く
存
在
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
こ
こ
で
は
巻
三
に
お
け
る
刻
工
名
ま
た
は
字
数

が
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
を
三
つ
の
版
を
用
い
て
比
べ
て
み
る
。

（
38
）

労
校
本

『
津
逮
秘
書
』
本

『
秘
冊
彙
函
』
本

巻
三
第
二
丁

禹

刻
工
名
無
し
（
別
版
）

刻
工
名
無
し

巻
三
第
三
丁

禹

刻
工
名
無
し
（
別
版
）

禹

巻
三
第
四
丁

二
百
二
十　

洪
／
二
百
十

字
数
・
刻
工
名
無
し
（
同
版
）

二
百
二
十　

共　

二
百
十

巻
三
第
五
丁

呂　

二
百
廿
四
／
二
百
八
十
八

刻
工
名
・
字
数
無
し
（
同
版
）

呂　

二
百
廿
四
／
二
百
八
十
八

巻
三
第
六
丁

陶
信　

大
一
ヽ
五
十
五
／
小
一
ヽ
七
十
一

刻
工
名
・
字
数
無
し
（
同
版
）

陶
信　

大
一
ヽ
三
十
五
／
小
一
ヽ
七
十
一

巻
三
第
七
丁

大
一
ヽ
七
十
八

字
数
無
し
（
同
版
）

字
数
無
し
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巻
三
第
八
丁

洪　

大
一
ヽ
七
十
一
／
小
一
ヽ
五
十
八

刻
工
名
・
字
数
無
し
（
同
版
）

刻
工
名
・
字
数
無
し

巻
三
第
九
丁

一
ヽ
八
十
四
一
ヽ
八
十
八

字
数
無
し
（
同
版
）

字
数
無
し

巻
三
第
十
丁

二
ヽ
〇
一
一
ヽ
十　

呉

字
数
・
刻
工
名
無
し
（
同
版
）

字
数
・
刻
工
名
無
し

巻
三
第
十
一
丁

王　

一
百
九
十
五
／
二
百
三
十
二

刻
工
名
・
字
数
無
し
（
同
版
）

刻
工
名
・
字
数
無
し

巻
三
第
十
二
丁

信　

三
ヽ
二
十
五

刻
工
名
・
字
数
無
し
（
同
版
）

刻
工
名
・
字
数
無
し

巻
三
第
十
三
丁

王　

二
ヽ
三
十
／
一
ヽ
四
十
二

王　
（
同
版
）

刻
工
名
・
字
数
無
し

巻
三
第
十
四
丁

王　

一
ヽ
五
十
二
／
小
一
ヽ
八
十
六

王　
（
同
版
）

刻
工
名
・
字
数
無
し

巻
三
第
十
五
丁

大
二
ヽ
十
九

字
数
無
し
（
同
版
）

字
数
無
し

巻
三
第
十
六
丁

一
ヽ
七
十
三
／
小
一
ヽ
七
十
七

字
数
無
し
（
同
版
）

字
数
無
し

巻
三
第
十
七
丁

一
ヽ
七
十
七
／
二
ヽ
〇
四

字
数
無
し
（
同
版
）

一
ヽ
七
十
七
／
二
ヽ
〇
四

巻
三
第
十
八
丁

信　

大
六
十
七
／
四
ヽ
七
十
二

刻
工
名
・
字
数
無
し
（
同
版
）

刻
工
名
・
字
数
無
し

巻
三
第
十
九
丁

二
ヽ
三
十
八

字
数
無
し
（
同
版
）

字
数
無
し

巻
三
第
二
〇
丁

信　

大
二
ヽ
廿
二

刻
工
名
・
字
数
無
し
（
同
版
）

刻
工
名
・
字
数
無
し

巻
三
第
二
十
一
丁

信　

大
二
ヽ
五
十
八
／
七
十
五

刻
工
名
・
字
数
無
し
（
同
版
）

信　

犬
二
ヽ
五
十
八
／
七
十
五

巻
三
第
二
十
二
丁

大
二
ヽ
廿
一　

徐
／
小
九
十
三

字
数
・
刻
工
名
無
し
（
同
版
）

大
二
ヽ
廿
一　

徐
／
小
九
十
三

巻
三
第
二
十
三
丁

大
三
ヽ
廿　

徐

字
数
・
刻
工
名
無
し
（
同
版
）

字
数
・
刻
工
名
無
し

巻
三
第
二
十
四
丁

洪　

二
ヽ
九
十
九

刻
工
名
・
字
数
無
し
（
同
版
）

刻
工
名
・
字
数
無
し

巻
三
第
二
十
五
丁

洪　

三
ヽ
十
三

刻
工
名
・
字
数
無
し
（
同
版
）

洪　

三
ヽ
十
三

巻
三
第
二
十
六
丁

信　

四
十
一

刻
工
名
・
字
数
無
し
（
同
版
）

信　

四
十
一
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上
記
の
と
お
り
比
較
す
る
と
、『
斉
民
要
術
』
が
『
津
逮
秘
書
』
に
編
入
さ
れ
た
時
に
ほ
ぼ
全
て
の
刻
工
名
及
び
字
数
が
削
ら
れ
、
ま
た
、

再
び
校
勘
が
加
え
ら
れ
た
一
部
の
丁
は
書
版
ご
と
入
れ
替
え
ら
た
こ
と
が
分
か
る
。

し
か
し
、
祖
本
の
『
秘
冊
彙
函
』
と
比
べ
る
と
、
刻
工
の
人
数
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
が
、
刻
工
名
の
出
現
回
数
を
見
る
と
、
や
は
り

労
校
本
の
方
が
多
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
推
測
す
る
と
、
恐
ら
く
『
斉
民
要
術
』
の
翻
刻
の
底
本
と
な
っ
た
も
の
に
お
け
る
刻
工
名

も
、
現
存
す
る
『
秘
冊
彙
函
』
本
よ
り
多
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

事
実
、
胡
震
亨
が
二
十
二
種
の
書
物
を
ま
と
め
て
『
秘
冊
彙
函
』
を
出
版
す
る
前
に
、
確
か
に
単
行
本
が
刊
行
さ
れ
て
い
た
。
労
校
本

と
同
じ
く
静
嘉
堂
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
顧
広
圻
手
校
本
『
南
唐
書
』（
十
万
巻
楼－

九
函－

四
十
八
架
、
以
下
は
顧
校
本
と
い
う
）
が

そ
の
類
で
あ
る
。
こ
の
『
南
唐
書
』
を
『
秘
冊
彙
函
』
本
と
比
較
し
て
み
る
と
、
両
者
の
版
式
・
行
格
・
分
巻
・
序
文
の
数
は
皆
一
致
し

て
い
る
が
、
同
版
で
は
な
い
。
ま
た
、
顧
校
本
の
彫
り
も
『
秘
冊
彙
函
』
本
よ
り
正
確
で
あ
り
、
誤
字
は
明
ら
か
に
少
な
い
。
そ
し
て
、

所
見
の
『
秘
冊
彙
函
』
二
点
は
い
ず
れ
も
毛
辺
紙
で
印
刷
さ
れ
て
い
る
が
、
顧
校
本
だ
け
は
白
棉
紙
を
用
い
て
い
る
。
加
え
て
、
最
も
重

要
な
の
は
、
顧
校
本
に
見
ら
れ
る
刻
工
名
も
『
秘
冊
彙
函
』
本
よ
り
多
い
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
毛
晋
が
『
斉
民
要
術
』

を
翻
刻
す
る
際
に
底
本
と
し
て
利
用
し
た
も
の
も
『
秘
冊
彙
函
』
の
単
行
本
で
あ
っ
た
と
い
う
可
能
性
が
あ
る
。

「
刻
『
秘
冊
彙
函
』
引
」
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、『
秘
冊
彙
函
』
を
出
版
し
よ
う
と
し
た
時
、
当
初
は
し
っ
か
り
と
し
た
計
画
は
立

て
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
故
に
、
そ
の
中
の
一
部
が
校
訂
さ
れ
た
後
に
す
ぐ
に
単
行
本
と
し
て
少
量
刊
行
印
刷
さ
れ
た
の
も
不
思
議
な
こ

と
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
浅
聞
で
は
、
こ
の
顧
校
本
の
『
南
唐
書
』
一
種
の
存
在
し
か
知
ら
な
い
。

『
秘
冊
彙
函
』
及
び
『
津
逮
秘
書
』
の
先
行
本
を
め
ぐ
っ
て
は
、
な
お
多
数
の
疑
問
が
残
っ
て
い
る
。
特
に
、「『
秘
冊
彙
函
』
に
お
い

て
、『
南
唐
書
』
の
他
に
単
行
本
を
出
し
た
こ
と
が
あ
る
か
否
か
。」、「『
秘
冊
彙
函
』
を
翻
刻
し
た
後
、
先
に
印
刷
出
版
さ
れ
た
の
は
『
斉

民
要
術
』
だ
け
な
の
か
、
そ
れ
と
も
『
秘
冊
彙
函
』
か
ら
翻
刻
さ
れ
た
十
七
種
に
は
全
て
先
行
本
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
い
う
二

つ
の
問
題
に
つ
い
て
、
今
後
更
な
る
研
究
を
要
す
る
。

（
39
）
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お
わ
り
に

『
秘
冊
彙
函
』
と
『
津
逮
秘
書
』
の
版
面
が
よ
く
似
て
い
る
こ
と
は
、
後
世
に
な
っ
て
両
書
が
混
同
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
一
つ
の
要
因

で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
最
も
根
本
的
な
理
由
は
、『
秘
冊
彙
函
』
が
世
間
で
稀
少
な
も
の
だ
っ
た
こ
と
に
あ
る
。『
秘
冊
彙
函
』
の
書
版

は
、
成
立
し
た
万
暦
三
十
一
年
か
ら
火
事
で
焼
け
て
し
ま
っ
た
天
啓
元
年
ま
で
、
世
に
僅
か
に
十
八
年
し
か
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。
葉

徳
輝
は
『
書
林
清
話
』
の
中
で
「『
秘
冊
彙
函
』
が
『
津
逮
秘
書
』
に
編
入
さ
れ
る
以
前
、
そ
の
印
本
の
流
布
は
非
常
に
稀
で
あ
っ
た
」
と

述
べ
て
い
る
。『
秘
冊
彙
函
』
の
原
刻
が
滅
多
に
見
つ
か
ら
な
い
こ
と
に
対
し
て
、『
津
逮
秘
書
』
は
広
く
普
及
さ
れ
、
日
常
に
よ
く
使
わ

れ
る
実
用
書
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
後
に
『
四
庫
提
要
』
が
無
上
の
権
威
を
以
て
二
書
の
関
係
に
つ
い
て
定
説
を
下
し
た
。
そ
の
た
め
、
二

書
の
差
異
に
つ
い
て
は
、
誰
も
気
づ
か
ず
、
気
に
か
け
よ
う
と
も
し
な
く
な
っ
た
。
中
国
国
家
図
書
館
に
『
秘
冊
彙
函
』
本
と
し
て
著
録

（
41
）

（
図
三
之
一　
『
秘
冊
彙
函
』
本
『
南
唐
書
』
巻
一
第
一
丁
）

（
図
三
之
二　

単
行
本
と
思
わ
れ
る
『
南
唐
書
』
巻
一
第
一
丁
）
（
40
）
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さ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
さ
れ
た
二
つ
の
『
斉
民
要
術
』（04950

・03770

）
も
、
実
は
『
津
逮
秘
書
』
本
で
あ
る
。

今
日
、
古
籍
点
校
や
学
術
研
究
に
至
っ
て
も
、『
秘
冊
彙
函
』
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
な
る
と
、
結
局
往
々
に
し
て
『
津
逮
秘

書
』
が
代
替
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
学
界
に
お
い
て
よ
く
参
考
に
さ
れ
て
い
る
『
百
部
叢
書
集
成
』
が
『
秘
冊
彙
函
』

を
影
印
し
た
時
、『
津
逮
秘
書
』
に
所
収
し
て
い
る
書
物
で
あ
れ
ば
、
全
て
『
津
逮
秘
書
』
本
を
採
用
し
、
さ
ら
に
、『
津
逮
秘
書
』
本
の

「
明
胡
震
亨
毛
晋
同
訂
」
の
銜
名
を
「
明
沈
士
龍
胡
震
亨
同
校
」
に
戻
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

確
か
に
、『
津
逮
秘
書
』
は
『
秘
冊
彙
函
』
を
基
に
し
て
翻
刻
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
本
稿
で
論
じ
た
よ
う
に
、
両
書
の
間
に
は
、
実
は

小
さ
か
ら
ぬ
違
い
が
存
在
し
て
い
た
。
も
し
利
用
す
る
際
に
両
者
を
同
一
の
も
の
と
見
な
し
同
版
と
し
て
扱
え
ば
、
結
論
の
正
確
さ
に
影

響
す
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
ず
、
こ
の
よ
う
な
前
提
の
上
に
導
き
出
さ
れ
た
結
論
に
関
し
て
は
、
改
め
て
検
討
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

（
42
）

　
（
図
四
之
一　
『
百
部
叢
書
集
成
』
所
収

「『
秘
冊
彙
函
』
本
『
益
部
方
物
略
記
』」
巻
頭
）

（
図
四
之
二　
『
秘
冊
彙
函
』
本
『
益
部
方
物
略
記
』
巻
頭
）



115 『津逮秘書』所収の『秘冊彙函』版について

参
考
文
献

（
一
）�

冉
旭
「『
秘
冊
彙
函
』
考
」、
東
北
師
範
大
学
古
籍
研
究
所
『
古
籍
整
理
研
究
学
刊
』、
二
〇
〇
四
年
第
三
期
。

（
二
）�

周
本
淳
「
胡
震
亨
研
究
資
料
集
刊
」、
南
京
師
範
大
学
『
文
教
資
料
簡
報
』、
一
九
八
一
年
第
十
一
期
。
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学
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孔
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古
閣
刻
本
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津
逮
秘
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』
雑
考
」、『
四
川
図
書
館
学
報
』、
一
九
八
九
年
第
二
期
。
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図
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本
『
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部
方
物
略
記
』
巻
頭
）
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注

（
1
）�

「
震
亨
初
刻
所
藏
古
笈
為
『
秘
冊
（
彙
）
函
』、
未
成
而
燬
於
火
、
因
以
殘
板
歸
晉
、
晉
增
為
此
編
。
凡
板
心
書
名
在
魚
尾
下
用
宋
本
舊
式
者
、

皆
震
亨
之
舊
。
書
名
在
魚
尾
上
而
下
刻
「
汲
古
閣
」
字
者
、
皆
晉
所
增
也
。」『
欽
定
四
庫
全
書
総
目
』
巻
一
百
三
十
四
・
子
部
雑
家
類
存
目
十

一
（
乾
隆
四
十
七
年
武
英
殿
刊
本
）。

（
2
）�
「『
異
苑
』
前
言
」（
范
寧
点
校
『
異
苑
』、
中
華
書
局
、
一
九
九
六
）、「『
斉
民
要
術
校
釈
』
付
録
二
」（
繆
啓
愉
校
釈
『
斉
民
要
術
』、
中
国
農

業
出
版
社
、
一
九
九
八
）
を
参
照
。

（
3
）�

『
秘
冊
彙
函
』
は
東
洋
文
庫
蔵
本
（X

I-3-A
-e-17

）
の
他
に
、
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
本
（
十
万
巻
楼－

十
八
函－

五
十
六
架
）
も
参
考
に
し
た
。

静
嘉
堂
文
庫
本
は
張
紹
仁
・
陸
心
源
が
逓
蔵
し
た
も
の
で
、
全
書
に
わ
た
っ
て
張
紹
仁
の
批
校
が
見
ら
れ
る
。

�

『
津
逮
秘
書
』
は
国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
林
家
旧
蔵
本
（371－

2

）
及
び
紅
葉
山
文
庫
旧
蔵
本
（子

085－
1

）
を
主
と
し
て
利
用
し
た
。
ま
た
、

『
津
逮
秘
書
』
は
重
印
を
何
度
も
経
て
い
る
た
め
、
版
木
に
お
け
る
補
修
・
入
れ
替
え
の
状
況
は
非
常
に
複
雑
で
あ
る
。
本
文
に
挙
げ
た
異
同
が

特
例
と
な
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
、
他
に
も
慶
應
義
塾
大
学
斯
道
文
庫
所
蔵
の
永
青
文
庫
寄
託
本
（ホ

082－
12－

240

）・
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本

（
三
〇
八－

三
）・
東
洋
文
庫
蔵
本
（V
－
5－
A
－
33、
不
揃
い

）・
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
（そ

－
1

）・
国
立
公
文
書
館
に
あ
る
上
記
以
外
の

三
つ
の
刊
本
（371－

1

・370－
53、
不
揃
い
・
子
239－

1

）
を
参
照
し
た
。

（
4
）�

周
本
淳
「
胡
震
亨
的
家
世
生
平
及
其
著
述
考
略
」（『
揚
州
大
学
学
報
』、
一
九
七
九
年
第
四
期
）・「
胡
震
亨
研
究
資
料
集
刊
」（
南
京
師
範
大

学
『
文
教
資
料
簡
報
』、
一
九
八
一
年
第
十
一
期
）
を
参
照
。

（
5
）�

沈
士
龍
の
事
跡
は
、
康
煕
二
十
四
年
『
秀
水
県
志
』
巻
五
『
沈
思
孝
伝
』（
中
国
方
志
集
成
・
浙
江
府
県
志
輯
第
31
、
上
海
書
店
、
一
九
九

三
）・
光
緒
三
十
四
年
『
嘉
興
府
志
』
巻
二
十
『
沈
思
孝
伝
』（
中
国
方
志
集
成
・
浙
江
府
県
志
輯
第
15
、
上
海
書
店
、
一
九
九
三
）
の
後
ろ
に

付
録
と
し
て
記
載
が
あ
る
。
ま
た
、
明
の
劉
世
教
に
『
祭
沈
汝
納
文
』
が
あ
り
、『
研
宝
斎
遺
藁
』
巻
九
（
四
庫
未
収
書
輯
刊
・
第
六
輯
・
第
25

冊
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
6
）�

偶
に
黒
魚
尾
あ
り
。

（
7
）�

『
中
国
叢
書
綜
録
』
は
『
易
傳
』
付
録
の
『
鄭
康
成
注
』
を
独
立
さ
せ
、
さ
ら
に
「『
周
易
鄭
康
成
注
』
一
巻
（
漢
）
鄭
玄
撰
（
宋
）
胡
應
麟

輯
」
と
「『
易
解
付
録
』
一
巻
（
明
）
胡
震
亨
輯
補
」
の
二
種
に
分
け
、『
秘
冊
彙
函
』
を
全
二
十
四
種
と
し
て
い
る
（
中
華
書
局
、
一
九
五
九
、

第
一
冊
四
五
頁
）。『
中
国
古
籍
善
本
書
目
』
も
同
じ
で
あ
る
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
九
、
叢
部
二
二
三
頁
）。
し
か
し
、
巻
頭
を
見
て
み

る
と
、「
易
解
附
録
／
漢
鄭
玄
康
成
注
・
明
胡
震
亨
孝
轅
輯
補
」
と
記
さ
れ
、
二
人
の
名
前
は
同
巻
の
下
に
並
ん
で
い
る
。
加
え
て
、
附
録
の
性

質
と
し
て
は
、
巻
前
の
胡
震
亨
序
及
び
巻
末
の
姚
士
粦
跋
か
ら
、
胡
震
亨
が
李
鼎
祚
の
集
解
に
見
ら
れ
な
い
胡
應
麟
所
輯
の
鄭
康
成
注
を
一
巻
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に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
巻
頭
に
「
附
録
」
と
題
す
る
以
上
、
本
文
の
李
鼎
祚
集
解
と
分
け
る
必
要
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
本
文

で
は
単
な
る
付
録
と
し
て
扱
う
こ
と
に
す
る
。
李
暁
君
は
「
毛
晋
与
汲
古
閣
刻
書
考
略
」（『
中
国
典
籍
与
文
化
』、
二
〇
〇
六
年
第
三
期
）
に
お

い
て
、『
中
国
叢
書
綜
録
』・『
中
国
古
籍
善
本
書
目
』
に
基
づ
き
、
中
国
国
家
図
書
館
所
蔵
の
『
秘
冊
彙
函
』
を
『
易
解
鄭
康
成
注
』
の
一
種
が

欠
け
て
い
る
と
し
て
不
揃
い
本
と
し
た
が
、
こ
れ
は
欠
け
て
い
る
の
で
は
な
い
。
ま
た
、『
中
国
古
籍
善
本
書
目
』
は
、『
周
氏
冥
通
記
』
を
三

巻
と
し
て
い
る
が
、
四
巻
で
あ
る
。

（
8
）�

こ
の
数
は
滎
陽
悔
道
人
「
汲
古
閣
主
人
小
伝
」
に
よ
る
（『
明
毛
氏
汲
古
閣
刻
書
目
録
』、『
陶
氏
書
目
十
二
種
』
本
）。

（
9
）�

『
秘
冊
彙
函
』
の
版
式
と
版
心
の
下
方
に
「
汲
古
閣
」
と
あ
る
版
式
の
二
種
の
他
に
、
少
数
だ
が
、
版
心
の
下
方
に
「
緑
君
亭
」
と
あ
る
版
式

も
見
ら
れ
る
（
例
え
ば
、『
洛
陽
伽
藍
記
』・『
古
本
葬
経
』）。「
緑
君
亭
」
版
の
匡
郭
は
や
や
大
き
く
、
無
界
、
毎
半
葉
八
行
十
八
字
、
四
周
単

辺
、
内
匡
一
三
・
〇
×
二
〇
・
〇
、
版
心
白
口
、
魚
尾
無
し
、
上
方
に
書
名
・
巻
数
、
下
方
に
「
緑
君
亭
」
と
あ
る
。

（
10
）�

本
稿
に
掲
載
し
た
画
像
に
関
し
て
は
、『
秘
冊
彙
函
』
は
公
益
財
団
法
人
東
洋
文
庫
所
蔵
本
の
複
写
物
を
、『
津
逮
秘
書
』
は
国
立
公
文
書
館

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
所
収
さ
れ
て
い
る
林
家
旧
蔵
本
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
利
用
し
た
。

（
11
）�

国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
林
家
旧
蔵
本
『
津
逮
秘
書
』（371－

2

）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
『
異
苑
』『
録
異
記
』
の
二
種
は
『
秘
冊
彙
函
』
の
原

刻
で
あ
る
。
こ
の
二
冊
の
印
面
は
他
の
も
の
よ
り
古
く
見
え
る
の
で
、
配
本
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
12
）�

下
表
の
順
番
は
『
津
逮
秘
書
』
に
従
う
。

（
13
）�

静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
元
刊
本
『
東
京
夢
華
録
』
は
陸
心
源
皕
宋
楼
の
旧
蔵
（
皕
宋
楼－

三
函－

五
架
）
で
、
黄
丕
烈
・
汪
士
鐘
に
よ
っ
て
逓
蔵

さ
れ
た
。

（
14
）�

『
秘
冊
彙
函
』
本
は
嘉
靖
三
年
の
刊
本
か
ら
翻
刻
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
の
乱
丁
は
嘉
靖
本
を
訂
正
せ
ず
に
そ
の
ま
ま
写
し
た
も
の
で
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。
現
段
階
で
は
、
ま
だ
嘉
靖
本
で
確
認
し
て
い
な
い
た
め
、
疑
問
の
ま
ま
残
し
て
お
く
。

（
15
）�

群
碧
楼
旧
蔵
の
明
抄
本
は
『
四
部
叢
刊
』
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
現
在
は
台
湾
国
家
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
（213.82�05841

）。
中
国

国
家
図
書
館
所
蔵
の
明
刊
本
（08155

）
の
正
確
な
刊
年
は
不
明
で
あ
る
。

（
16
）�

「『
歳
華
紀
麗
』、
余
家
舊
藏
有
明
人
鈔
本
、
取
以
對
勘
一
過
。」

（
17
）�

『
宋
本
冊
府
元
亀
』
巻
第
五
百
五
十
五
・
国
史
部
・
採
撰
（
中
華
書
局
、
一
九
八
九
）。

（
18
）�

こ
の
一
字
に
疑
問
が
あ
る
と
判
断
し
た
以
上
、
毛
晋
に
は
何
ら
か
の
根
拠
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
台
湾
国
家
図
書
館
所
蔵
の
、
銭

曽
が
銭
穀
抄
本
を
以
て
校
勘
し
た
『
道
徳
指
帰
論
』
に
は
、
こ
の
字
に
つ
い
て
、
特
に
訂
正
が
見
当
た
ら
な
い
。
そ
し
て
、『
四
庫
全
書
』
も

「
承
」
の
字
を
変
更
し
て
い
な
い
。

（
19
）�

『
津
逮
秘
書
』
は
印
刷
の
早
晩
に
よ
っ
て
序
跋
の
数
が
異
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
比
較
は
国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
紅
葉
山
文
庫
旧
蔵
本
（子
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085－

1

）
及
び
ハ
ー
バ
ー
ド
燕
京
図
書
館
所
蔵
本
（T

－
9100/3533b

）
に
従
う
。
ハ
ー
バ
ー
ド
燕
京
本
は
季
振
宜
の
旧
蔵
に
属
す
。
所
見
の

『
津
逮
秘
書
』
十
数
点
の
中
で
、
こ
の
二
点
が
摺
り
が
最
も
早
い
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
ハ
ー
バ
ー
ド
燕
京
本
に
つ
い
て
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
さ
れ
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
利
用
し
た
。

（
20
）�

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
本
（そ

－
1

）
の
『
大
唐
創
業
起
居
注
』
に
関
し
て
は
、
全
書
の
後
ろ
に
巻
三
の
末
丁
の
零
葉
が
付
い
て
い
る
。
そ
の

零
葉
に
見
え
る
毛
晋
の
跋
文
及
び
本
文
に
あ
る
墨
釘
は
す
べ
て
削
ら
れ
、
文
字
に
対
す
る
補
修
も
多
数
見
ら
れ
る
。
補
修
の
痕
跡
か
ら
見
る
と
、

そ
の
零
葉
の
印
刷
は
『
津
逮
秘
書
』
の
版
木
が
汲
古
閣
か
ら
散
逸
し
た
後
の
こ
と
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。
た
だ
し
、『
大
唐
創
業
起
居
注
』
に

お
け
る
巻
三
の
末
丁
は
欠
け
て
い
な
い
も
の
の
、
何
故
補
修
の
零
葉
が
綴
じ
ら
れ
て
い
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

（
21
）�

周
本
淳
「
胡
震
亨
研
究
資
料
集
刊
」（
南
京
師
範
大
学
『
文
教
資
料
簡
報
』、
一
九
八
一
年
第
十
一
期
、
七
十
九
頁
）。

（
22
）�

「
抄
書
舊
有
百
函
、
今
刻
其
論
序
已
定
者
導
夫
先
路
、
續
而
廣
之
、
未
見
其
止
。
書
應
分
四
部
而
本
少
未
須
倫
別
、
略
以
撰
人
年
代
為
次
而

已
。」

（
23
）�

冉
旭
「『
秘
冊
彙
函
』
考
」（
東
北
師
範
大
学
古
籍
研
究
所
『
古
籍
整
理
研
究
学
刊
』、
二
〇
〇
四
年
第
三
期
、
三
十
一
～
三
十
六
頁
）。

（
24
）�

請
求
番
号
：�子

71－
11

。

（
25
）�

冉
旭
の
論
文
で
は
、『
緯
略
』
の
後
ろ
に
万
暦
の
丙
午
（
三
十
四
年
、
一
六
〇
六
）
に
沈
士
龍
が
書
い
た
跋
文
が
あ
る
と
触
れ
て
い
る
が
、
こ

の
本
に
は
跋
が
な
い
。
さ
ら
に
、
中
国
国
家
図
書
館
に
清
代
初
期
に
沈
士
龍
刊
本
を
底
本
に
し
て
抄
写
し
た
『
緯
略
』（13362

）
が
所
蔵
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
本
に
も
沈
士
龍
の
跋
文
は
見
当
た
ら
な
い
。
恐
ら
く
沈
士
龍
刊
本
に
は
そ
も
そ
も
跋
が
な
く
、
今
見
ら
れ
る
万
暦
三
十
四
年

の
跋
文
は
『
四
庫
全
書
』
本
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

（
26
）�

「
胡
震
亨
研
究
資
料
集
刊
」
所
収
。

（
27
）�

「
友
胡
孝
轅
氏
復
以
秘
冊
二
十
餘
函
相
屬
、
惜
半
燼
於
武
林
辛
酉
之
火
。
予
為
之
補
亡
、
併
合
予
舊
刻
、
不
啻
百
有
餘
種
。」

（
28
）�

「
天
啓
元
年
閏
二
月
丙
戌
、
昭
和
殿
災
。
三
月
甲
辰
杭
州
火
、
延
燒
六
千
餘
家
。
七
月
戊
子
復
災
、
城
内
外
延
燬
萬
餘
家
」（『
明
史
』
巻
二
十

九
・
志
・
五
行
二
、
中
華
書
局
、
一
九
七
四
、
四
六
八
頁
）。

（
29
）�

「
天
啓
元
年
三
月
大
火
：
三
月
初
五
仁
和
羲
和
一
啚
、
生
員
陳
調
燮
家
起
火
。
忽
然
四
散
、
延
燒
平
安
、
東
西
、
如
松
等
坊
、
杭
州
前
衛
左
所
、

前
所
等
地
。
方
本
日
午
時
起
風
、
猛
火
烈
燒
一
十
餘
里
、
至
次
日
晚
始
熄
。
又
飛
燒
艮
山
門
外
臨
江
等
啚
數
百
家
。
續
報
城
北
二
啚
失
火
、
延

燒
一
百
餘
家
。
初
八
日
又
報
北
良
等
啚
各
延
燒
十
餘
家
。
査
報
共
燒
毀
人
戸
六
千
一
百
餘
戸
、
戸
屋
一
萬
餘
間
。
燒
毀
廣
豐
倉
一
所
…
…

�

六
月
大
火
：
火
三
日
、
居
民
所
遷
火
轍
隨
之
。
有
數
遷
徙
力
疲
、
目
視
囊
篋
棄
諸
烈
焰
者
」
張
世
安
修
『
仁
和
県
志
』
巻
三
十
五
、
康
煕
二
十

六
年
序
刊
本
。

（
30
）�

二
回
目
の
火
事
の
発
生
時
期
に
つ
い
て
は
、
康
煕
修
『
仁
和
県
志
』・
康
煕
修
『
杭
州
府
志
』
は
『
明
史
』
と
異
な
り
、
い
ず
れ
も
七
月
の
こ
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と
と
し
た
。

（
31
）�

萬
曆
七
年
徐
栻
修
・
陳
善
纂
『
杭
州
府
志
』
卷
三
十
四
・
坊
里
（『
中
国
方
志
叢
書
』
華
中
地
方
第
五
二
四
号
、
成
文
出
版
社
、
一
九
八
三
。

（
32
）�

杭
州
城
の
方
位
に
つ
い
て
は
、
万
暦
四
十
七
年
商
維
濬
校
刊
本
『
西
湖
遊
覧
志
』
所
載
の
「
浙
江
省
城
図
」
を
参
照
。

（
33
）�
「
而
余
嚮
與
亡
友
沈
汝
納
氏
刻
諸
雜
書
、
未
竟
而
殘
於
火
者
近
亦
歸
之
、
君
因
并
合
之
、
名
『
津
逮
秘
書
』
以
行
。」

（
34
）�
「
…
…
放
翁
書
一
十
八
卷
、
僅
見
於
鹽
官
胡
孝
轅
『
秘
冊
彙
函
』
中
、
又
半
燼
於
武
林
之
火
。
庚
午
夏
仲
購
其
焚
餘
板
一
百
有
奇
、
斷
蝕
不
能

讀
、
因
檢
家
藏
抄
本
訂
正
、
付
梓
於
『
全
集
・
逸
稿
』
之
末
」（『
陸
放
翁
全
集
』
所
収
、
汲
古
閣
刊
本
）。

（
35
）�

二
詩
と
も
に
毛
晋
『
和
友
人
詩
』
か
ら
引
用
し
た
（
民
国
間
丁
祖
蔭
編
『
虞
山
叢
刻
』
本
）。

（
36
）�

胡
震
亨
「『
宋
詞
二
集
』
序
」
に
「
庚
午
夏
之
朔
海
鹽
胡
震
亨
遯
叟
識
」
と
あ
る
（『
宋
名
家
詞
』、
汲
古
閣
刊
本
）。

（
37
）�

『
隠
湖
題
跋
』
に
李
穀
の
序
文
が
あ
り
、
崇
禎
癸
酉
（
六
年
、
一
六
三
三
）
に
書
い
た
も
の
で
あ
る
（『
虞
山
叢
刻
』
本
）。

（
38
）�

『
津
逮
秘
書
』
第
十
五
集
所
収
の
『
錦
帯
書
』
の
後
ろ
に
順
治
六
年
に
毛
晋
が
書
い
た
跋
文
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
十
五
集
ま
と
め
て
印
刷
さ
れ

た
の
は
そ
れ
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
所
見
の
十
数
点
の
中
で
最
も
摺
り
が
早
い
と
思
わ
れ
る
紅
葉
山
文
庫
本
に
は
第
十
五
集
は
な
い
。
林
家
旧

蔵
本
は
次
い
で
摺
り
が
早
く
、
第
十
五
集
に
は
『
湘
山
野
録
』・『
茅
亭
客
話
』・『
河
南
邵
氏
聞
見
前
錄
』・『
後
錄
』
の
四
種
し
か
な
い
。

（
39
）�

『
秘
冊
彙
函
』
二
十
二
種
の
う
ち
、
単
行
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
の
は
僅
か
な
数
種
に
過
ぎ
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
で
な
け
れ

ば
、
胡
震
亨
が
単
行
本
の
版
木
を
使
わ
な
か
っ
た
理
由
が
見
当
た
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
一
つ
の
仮
説
と
し
て
、
毛
晋
が
『
秘
冊
彙

函
』
か
ら
十
七
種
を
選
ん
で
覆
刻
す
る
際
、
そ
の
底
本
に
は
単
行
本
と
叢
書
本
が
混
ざ
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
要
す
る
に
、
単
行

本
の
あ
る
も
の
は
単
行
本
を
、
単
行
本
の
な
い
も
の
は
叢
書
の
零
種
を
底
本
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
40
）�

『
南
唐
書
』
二
種
は
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
の
も
の
の
書
影
を
用
い
た
。

（
41
）�

「『
秘
冊
彙
函
』、
其
未
經
歸
并
『
津
逮
秘
書
』
以
前
、
印
本
傳
布
頗
稀
」（『
書
林
清
話
』、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
八
、
一
四
九
頁
）。

（
42
）�善

本
書
号
03770

の
『
斉
民
要
術
』
は
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
の
労
校
本
と
同
版
で
あ
り
、
先
行
本
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。


